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“
光
”
を
探
し
て

小こ

林ば
や
し 

エ
リ
カ

エッセイ 千字文

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
8
年
東
京
生
ま
れ
。
作
家
・
マ
ン
ガ
家
。

著
書
『
マ
ダ
ム
・
キ
ュ
リ
ー
と
朝
食
を
』（
集
英

社
）
が
第
27
回
三
島
由
紀
夫
賞
、
第
1
5
1
回

芥
川
龍
之
介
賞
に
選
出
。

〝
放
射
能
〞
の
歴
史
を
め
ぐ
る
コ
ミ
ッ
ク
『
光
の

子
ど
も
1
』、
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
と
実
父
の
日

記
を
巡
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
親
愛
な
る
キ

テ
ィ
ー
た
ち
へ
』（
以
上
、
リ
ト
ル
モ
ア
）、
作
品

集
『
忘
れ
ら
れ
な
い
の
』（
青
土
社
）
な
ど
。
ユ

ニ
ッ
ト
〈
ｋ
ｖ
ｉ
ｎ
ａ
〉
と
し
て
の
活
動
も
。

http://erikakobayashi.com
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東
北
地
方
に
大
き
な
地
震
と
津
波
が
や
っ
て
き
た
。
気

仙
郡
に
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
津
波
が
押
し
寄
せ
る
。

時
は
、
一
八
九
六
年
、
明
治
二
九
年
、
三
陸
地
震
の
こ
と
で

あ
る
。

　
そ
の
お
な
じ
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム・
コ
ン
ラ
ー

ト
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る
X
線
の
発
見
に
沸
い
て
い
た
。
そ

の
年
、
X
線
の
蛍
光
の
研
究
を
し
て
い
た
ア
ン
リ
・
ベ
ク
レ

ル
が
実
験
の
途
中
、
ウ
ラ
ン
塩
が
写
真
乾
板
を
感
光
さ
せ
た

こ
と
か
ら
〝
放
射
線
〞
を
発
見
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

そ
の
翌
々
年
、〝
放
射
線
〞
の
研
究
を
し
て
い
た
マ
リ
・
キ
ュ

リ
ー
が
〝
放
射
能
〞
と
い
う
言
葉
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

〝
光
〞
の
歴
史
の
幕
開
け
で
あ
る
。

　
そ
の
お
な
じ
年
、
私
の
祖
父
、
小
林
滋
は
愛
知
県
の
拾ひ

ろ

石い
し

に
生
ま
れ
た
。
奇
し
く
も
彼
は
そ
の
誕
生
と
ほ
ぼ
お
な
じ
時

期
に
生
ま
れ
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
学
を
、
X
線
・
放
射
線
学
を
学

ぶ
こ
と
に
な
る
。
上
海
事
変
が
起
き
上
海
へ
軍
医
と
し
て
出

征
す
る
ま
で
は
、
弘ひ

ろ
さ
き前

の
陸
軍
病
院
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
科
で
働

い
た
と
い
う
。
戦
後
も
町
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
医
と
し
て
開
業
し

て
い
た
。

　
私
が
生
ま
れ
る
の
と
ち
ょ
う
ど
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
亡
く

な
っ
た
の
で
、
私
は
祖
父
の
記
憶
を
持
た
な
い
が
、
彼
の
写

真
は
残
さ
れ
て
い
る
。
軍
服
を
着
た
彼
と
そ
の
家
族
写
真
。

そ
こ
に
は
ま
だ
少
年
だ
っ
た
父
も
一
緒
に
映
っ
て
い
る
。
そ
の

写
真
を
手
に
、
私
は
も
う
と
っ
く
に
そ
の
父
の
年
齢
を
追
い

越
し
て
い
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
し
て
、
も
う
す
ぐ

そ
の
祖
父
の
歳
さ
え
も
追
い
越
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
考

え
る
。
い
ま
、
祖
父
だ
け
で
は
な
く
、
父
も
も
う
こ
の
世
に

は
い
な
い
。

　
東
北
地
方
に
は
、
ふ
た
た
び
大
き
な
地
震
と
津
波
が
や
っ

て
き
た
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
あ
り
、
放
射

性
物
質
が
あ
た
り
に
降
っ
た
。

　
私
は
そ
の
目
に
は
見
え
な
い
〝
光
〞
を
、
そ
の
歴
史
を
掴つ

か

み
た
く
て『
光
の
子
ど
も
』と『
マ
ダ
ム・
キ
ュ
リ
ー
と
朝
食
を
』

と
い
う
マ
ン
ガ
と
小
説
を
書
い
た
。

　
マ
リ
・
キ
ュ
リ
ー
が
残
し
た
実
験
ノ
ー
ト
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
ひ
と
つ
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。
そ
の
資
料
の
殆ほ

と
ん

ど

は
パ
リ
の
国
会
図
書
館
に
あ
る
の
だ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か

一
冊
だ
け
東
京
の
大
学
図
書
館
に
貴
重
図
書
と
し
て
保
管
さ

れ
て
い
た
の
だ
。
白
い
布
張
り
の
ノ
ー
ト
。
表
紙
を
捲め

く

る
と

丁
寧
な
筆
記
体
の
文
字
や
グ
ラ
フ
が
並
ん
で
あ
っ
た
。
そ
こ

へ
ガ
イ
ガ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
を
近
づ
け
る
と
、
今
も
微
か
に
数

値
が
上
が
る
。
ラ
ジ
ウ
ム
や
ポ
ロ
ニ
ウ
ム
な
ど
放
射
性
物
質

を
扱
っ
て
い
た
マ
リ
・
キ
ュ
リ
ー
の
手
が
触
れ
た
部
分
の
数

値
が
少
し
だ
け
高
い
の
だ
と
教
え
ら
れ
た
。

　
マ
リ
・
キ
ュ
リ
ー
は
死
ん
で
も
う
こ
の
世
に
い
な
い
。

　
け
れ
ど
そ
こ
か
し
こ
に
、
い
ま
こ
こ
に
繫つ

な

が
る
確
実
な
痕

跡
が
あ
る
。

　
目
に
は
何
も
見
え
な
い
。



ヌーク

マニーツォック

カッシアグスク

アンマッサリク

グリーンランドヌーク

マニーツォック

カコルトックカコルトックカコルトック
カッシアグスク

アンマッサリク

デンマークデンマーク

冷
化
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
て
き
た
こ
と
を
紹
介

す
る
。
第
三
部
で
は
、
一
〇
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
半

ば
ま
で
の
ノ
ー
ス
人︵
バ
イ
キ
ン
グ
︶の
活
動
お
よ
び
チ
ュ
ー

レ
人
が
到
来
し
た
一
三
世
紀
以
降
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の

文
化
を
紹
介
す
る
。
第
四
部
で
は
、
一
九
七
九
年
以
降
の

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
現
代
文
化
に
つ
い
て
、
ア
ー
ト
作
品
、

音
楽
、
マ
ン
ガ
を
と
お
し
て
紹
介
す
る
。

展
示
の
み
ど
こ
ろ

本
展
示
に
は
い
く
つ
か
の
み
ど
こ
ろ
が
あ
る
。
第
一
は
、

民
博
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
国
立
博
物
館
、
デ
ン
マ
ー
ク
国

立
博
物
館
と
の
協
働
展
示
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
と

く
に
第
一
部
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
国
立
博
物
館
・
文
書
館

の
研
究
者
が
中
心
と
な
っ
て
自
ら
の
文
化
の
展
示
に
つ
い

て
企
画
・
立
案
し
た
箇
所
で
あ
る
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
る
が
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
文
化
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
伝
統
的
な
世
界
観
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
モ
ノ

を
選
び
、
展
示
す
る
。

第
二
は
、
高
円
宮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
デ
ン
マ
ー
ク
王
室
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
、
民
博
所
蔵
の
日
本
民
族
学
協
会
附
属
民
族

学
博
物
館
資
料
や
植う
え

村む
ら

直な
お

己み

資
料
な
ど
か
ら
出
品
す
る
点

で
あ
る
。
前
者
の
資
料
に
は
、
日
本
の
文
化
人
類
学
の
父
、

岡お
か

正ま
さ

雄お

が
デ
ン
マ
ー
ク
人
類
学
界
の
大
御
所
カ
イ
・
ビ
ル

ケ
ッ
ト
＝
ス
ミ
ス
と
の
資
料
交
換
に
よ
っ
て
入
手
し
た
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
犬
ぞ
り

に
よ
る
北
極
点
へ
の
到
達
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
か
ら
ア
ラ

ス
カ
ま
で
の
極
地
横
断
を
成
功
さ
せ
た
植
村
直
己
が
現
地

で
収
集
し
た
衣
類
な
ど
を
展
示
す
る
。

第
三
は
、
温
暖
化
の
み
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影

響
を
受
け
、
急
激
に
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
社
会
の
よ
う
す
を
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
か
ら

展
示
す
る
点
で
あ
る
。

本
展
示
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
自
然
と
文
化
に
つ
い
て

少
し
で
も
知
る
機
会
と
な
り
、
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
大
西
洋
の
北
西
部
に
あ
る
世
界
最

大
の
島
で
あ
る
。
そ
の
面
積
は
日
本
の
約
六
倍
も
あ
る
が
、

ほ
ぼ
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
厚
い
氷
床
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

現
在
の
総
人
口
約
五
万
七
千
人
の
う
ち
九
割
は
イ
ヌ
イ
ッ

ト
系
の
人
び
と
で
あ
り
、
カ
ラ
ー
リ
ッ
ト
︵
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
人
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
・
イ
ヌ
イ
ッ
ト
︶
と
自
称
し
て
い
る
。

彼
ら
は
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
に
属
し
て
い
る
が
、
同
国
政
府

と
政
治
交
渉
の
末
、
一
九
七
九
年
に
自
治
政
府
を
創
設
し

た
。
か
つ
て
の
狩
猟
・
漁ぎ
ょ

撈ろ
う

民
は
、
現
在
で
は
漁
業
や
水

産
加
工
業
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
つ
い
て
い
る
。

わ
た
し
た
ち
日
本
人
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
名
前
は

知
っ
て
い
る
も
の
の
、
自
然
や
歴
史
、
現
状
に
つ
い
て
あ

ま
り
知
ら
な
い
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
を
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
紹
介
す
る
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
人
に
よ
る
象
徴
展
示

本
展
示
は
導
入
部
に
加
え
て
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

導
入
部
で
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
地
理
や
現
状
を
ビ
デ
オ

と
地
図
で
紹
介
し
、
第
一
部
で
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
人
の

世
界
観
を
ト
ゥ
ピ
ラ
ク
像
や
仮
面
、
一
面
太
鼓
、
そ
れ
ら

の
拡
大
写
真
で
展
示
す
る
。
ま
た
、
伝
統
的
な
ド
ラ
ム
ダ

ン
ス
曲
を
流
し
、
耳
か
ら
も
文
化
を
体
感
し
て
も
ら
う
。

温
暖
化
と
寒
冷
化

第
二
部
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
自
然
と
約
四
六
〇

〇
年
に
お
よ
ぶ
人
類
の
歴
史
を
紹
介
す
る
。
と
く
に
同
島

に
お
け
る
人
類
の
分
布
と
彼
ら
の
活
動
は
、
温
暖
化
や
寒

極
北
の
島
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
。
大
半
を
氷
床
が

覆
う
大
地
に
は
古
来
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
の
往

来
が
あ
り
、
近
年
で
は
、
そ
こ
に
眠
る
資
源
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
企
画
展
の
開
催
に
あ
わ

せ
て
、
展
示
の
み
ど
こ
ろ
に
は
じ
ま
り
、
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
と
い
う
土
地
と
そ
こ
に
く
ら
す
人
び

と
の
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
み
て
い
く
。

特
集

未
知
な
る
大
地

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

岸き
し

上が
み 
伸の

ぶ

啓ひ
ろ　

民
博 

研
究
戦
略
セ
ン
タ
ー

世
界
最
大
の
島
の
自
然
と
文
化

会期　2014年9月4日（木）― 11月18日（火）
会場　国立民族学博物館　企画展示場

企画展
未知なる大地　
グリーンランドの自然と文化

トゥピラク像
高円宮コレクション
（撮影・赤阪友昭）

グリーンランドの国旗。
1985年に公募によって採
択された。赤は太陽、白
は氷山を象徴し、氷の大
地からのぼる朝日（もし
くは落日）を示している

グリーンランドの夏の風景。首都ヌーク （2008年）
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ス
チ
ュ
ア
ー
ト 

ヘ
ン
リ　
放
送
大
学
客
員
教
授

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
は
、
一
八
世
紀
後
半
の
デ
ン
マ
ー

ク
に
よ
る
植
民
地
化
以
前
に
も
、
い
く
ど
も
大
き
な
社
会
的
、

環
境
的
な
変
化
に
見
舞
わ
れ
た
。
イ
ヌ
イ
ッ
ト
系
の
住
民
は
三

つ
の
異
な
る
集
団
が
入
れ
替
わ
っ
た
し
、
現
在
進
行
中
の
気
候

変
動
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
環
境
的
な
変
化
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

お
よ
そ
一
〇
〇
〇
年
前
と
三
〇
〇
年
前
の
二
回
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
に
よ
る
入
植
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
約
四
六
〇
〇
年
前
に
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
祖
先
が
渡

来
し
た
時
期
か
ら
、
自
治
政
府
が
成
立
す
る
一
九
七
九
年
に
至

る
歴
史
を
概
観
す
る
。
現
在
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
住
民
︵
国

民
︶
は
正
式
に
は
カ
ラ
ー
リ
ッ
ト
と
よ
ば
れ
る
が
、
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
各
地
と
各
時
代
の
先
住
民
を
一
括
し
て
イ
ヌ
イ
ッ
ト
と

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
民
を
ノ
ー
ス
人
︵
バ
イ
キ
ン
グ
︶
や

デ
ン
マ
ー
ク
人
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

先
史グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
は
北
東
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ヌ
イ
ッ
ト

の
祖
先
が
渡
っ
て
き
た
お
よ
そ
四
六
〇
〇
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
。
パ
レ
オ
・
エ
ス
キ
モ
ー
と
も
い
う
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
Ⅰ
／

サ
ッ
カ
ッ
ク
文
化
に
次
ぐ
ド
ー
セ
ッ
ト
文
化
で
は
、
犬
は
い
た

も
の
の
、
そ
り
は
な
か
っ
た
。
北
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
海

獣
猟
よ
り
も
、
お
も
に
ジ
ャ
コ
ウ
ウ
シ
な
ど
陸
の
動
物
を
狩
猟

し
て
い
た
。
南
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
パ
レ
オ
・
エ
ス
キ
モ
ー
は

比
較
的
恵
ま
れ
た
環
境
で
ア
ザ
ラ
シ
を
は
じ
め
、
海
の
幸
を

た
っ
ぷ
り
利
用
し
て
い
た
。

一
〇
世
紀
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
比
較
的
暖
か
い
中
世
温
暖

期
に
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
か
ら
南
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
移
動
し
て

き
た
ノ
ー
ス
人
が
開
い
た
西
入
植
地
と
東
入
植
地
で
は
、
羊
を

中
心
に
牧
畜
を
基
盤
と
し
た
生
活
で
あ
っ
た
。
最
盛
期
に
は
五

〇
〇
か
所
以
上
の
農
場
に
数
千
人
と
い
う
規
模
に
な
っ
た
が
、

気
候
が
寒
冷
化
し
た
一
五
世
紀
前
半
に
ノ
ー
ス
人
は
そ
の
姿
を

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
か
ら
消
し
た
。

犬
ぞ
り
、
革
張
り
の
舟
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
、
民
族
誌
に
知
ら
れ

る
現
代
ま
で
続
く
伝
統
的
な
イ
ヌ
イ
ッ
ト
社
会
の
祖
先
と
な
っ

た
ネ
オ
・
エ
ス
キ
モ
ー
の
チ
ュ
ー
レ
文
化
は
、
約
八
〇
〇
年
前

に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
到
達
し
た
。
現
在
進
行
中
の
気
候
変
動

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
過
去
の
気
候
変
動
に
応
じ
て
、
住
む
地

域
を
変
え
た
り
、利
用
す
る
資
源
を
調
整
し
た
り
し
て
、陸・海・

空
を
縦
横
無
尽
に
利
用
し
て
イ
ヌ
イ
ッ
ト
は
環
境
の
変
化
に
対

応
し
て
き
た
。
一
五
世
紀
の
チ
ュ
ー
レ
文
化
の
服
装
、
身
体
装

飾
や
健
康
状
態
を
示
す
八
体
の
自
然
ミ
イ
ラ
が
西
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。

植
民
地
政
策

一
六
世
紀
後
半
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
捕
鯨
者
が
南
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
周
辺
で
活
動
を
開
始
す
る
と
、
イ
ヌ
イ
ッ
ト
に
関
す
る
目

撃
情
報
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
伝
わ
り
は
じ
め
た
。
一
七
世
紀
に
な

る
と
、
イ
ヌ
イ
ッ
ト
か
ら
は
鯨
油
や
毛
皮
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
捕

鯨
者
か
ら
は
鉄
製
品
な
ど
、
交
易
が
多
く
な
っ
た
。
初
期
の
商

業
捕
鯨
は
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
社
会
と
文
化
へ
大
き
く
影
響
し
な

か
っ
た
が
、
金
属
製
品
な
ど
を
求
め
て
捕
鯨
船
が
寄
港
す
る
と

こ
ろ
へ
交
易
の
た
め
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
イ
ヌ
イ
ッ
ト
は
、

世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
へ
次
第
に
編
入
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
七
二
一
年
に
北
欧
の
デ
ン
マ
ー
ク
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
連
合
王

国
の
ル
ー
テ
ル
派
宣
教
師
ハ
ン
ス
・
エ
ゲ
デ
が
率
い
る
一
行
が
、

布
教
活
動
の
拠
点
を
築
く
た
め
に
現
在
の
ヌ
ー
ク
の
近
く
に
上

陸
し
て
、
植
民
地
を
開
い
た
。
商
業
捕
鯨
な
ど
の
活
動
は
さ
ら

に
盛
ん
に
な
り
、植
民
地
経
済
が
次
第
に
発
展
し
た
。
デ
ン
マ
ー

ク
に
よ
る
支
配
で
は
キ
リ
ス
ト
教
化
を
進
め
ら
れ
た
が
、
布
教

活
動
も
学
校
教
育
も
イ
ヌ
イ
ッ
ト
語
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
従
来

の
生
活
へ
の
干
渉
を
ひ
か
え
、
政
府
へ
の
依
存
を
避
け
る
方
針

に
従
い
、
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
各
地
の
村
で
の
生
活
を
奨
励
し
て
、

経
済
的
・
社
会
的
な
自
立
を
基
本
と
し
た
政
策
が
二
〇
世
紀
中

葉
ま
で
つ
づ
い
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
工
業
化

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
一
時
的
に
ア
メ
リ
カ
保
護
領
に
な
っ

た
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
領
に
戻
っ
た
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
、
一
九

五
三
年
に
植
民
地
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
海
外
部
︵
郡
︶
に
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
伝
統
生
活
を
温
存
す
る
政
策
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
の
工
業
化
に
切
り
替
え
ら
れ
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
に
実

施
さ
れ
た
近
代
化
政
策
は
、
人
口
を
大
き
な
街
に
集
中
さ
せ
、

漁
業
、
牧
羊
や
地
下
資
源
開
発
を
中
心
と
し
た
農
業
・
工
業

経
済
の
確
立
を
目
指
し
た
。

一
九
七
九
年
に
自
治
政
府
が
成
立
し
、
二
〇
〇
九
年
に
外
交

と
安
全
保
障
を
除
い
た
自
治
に
拡
大
さ
れ
た
。

四
六
〇
〇
年
前
か
ら
の

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史

カッシアグスクのノース人の遺跡。手前は住居、奥は教会（祠）を復元したもの

イヌイット語で書かれている19世紀前半の教科書やキリスト教の教理問答書

約4600～3000年前 インデペンデンスⅠ文化／サッカック文化

約3000～800年前 プレ・ドーセット文化／ドーセット文化

約800～4－500年前 チューレ文化

約1000～600年前 ノース人入植

約500年前～現在 イヌイット文化

1721年 ハンス・エゲデ来島

1953年 デンマークの海外部になる

1979年 自治政府成立

グリーンランドの文化史編年略表

エゲデが構えた商港は現在のヌークの元となった
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齋さ
い

藤と
う 

玲れ
い

子こ　
民
博 

民
族
文
化
研
究
部

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド・
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
文
化

北
部
は
、
島
の
北
西
部
お
よ
そ
北
緯
七
五
度
以
北
の
地

域
で
、
九
か
月
も
の
あ
い
だ
海
氷
に
閉
ざ
さ
れ
る
。
寒
冷

な
環
境
に
適
応
し
た
住
人
は
、
英
語
で
ポ
ー
ラ
ー
・
エ
ス

キ
モ
ー
と
よ
ば
れ
た
。
生
業
は
氷
上
の
ア
ザ
ラ
シ
猟
な
ど

海
獣
猟
に
加
え
、
陸
獣
と
海
鳥
の
狩
猟
で
あ
っ
た
。
そ
の

地
理
的
条
件
か
ら
外
部
と
の
接
触
が
少
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
と
の
本
格
的
な
交
流
も
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
か
ら

だ
っ
た
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
探
検
家
の
植う
え

村む
ら

直な
お

己み

氏

や
大お
お

島し
ま

育い
く

雄お

氏
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
地
域
で
も
あ
る
。

西
部
は
、
北
緯
七
五
度
以
南
の
島
の
西
側
で
、
長
い
海

岸
沿
い
に
集
落
が
点
在
す
る
。
そ
の
南
部
は
北
極
圏
か
ら

外
れ
、
海
が
開
い
て
い
る
期
間
も
長
い
た
め
、
海
上
で
の

狩
猟
が
発
達
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
の
接
触
が
早
く
、

三
地
域
の
な
か
で
最
初
に
植
民
化
が
進
ん
だ
。
人
口
の
大

部
分
は
西
部
に
住
む
。

東
部
は
島
の
東
側
ほ
ぼ
全
域
で
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ま
で

二
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
面
し
て
い
な
が
ら
、

北
か
ら
の
海
流
が
運
ぶ
大
量
の
流
氷
に
は
ば
ま
れ
て
航
行

が
困
難
な
た
め
、
外
界
と
の
接
触
が
少
な
か
っ
た
。
南
東

部
に
あ
る
集
落
の
ひ
と
つ
ア
ン
マ
ッ
サ
リ
ク
は
、
一
八
八
四

年
に
デ
ン
マ
ー
ク
海
軍
の
艦
長
G
・
ホ
ル
ム
が
訪
れ
た
と

き
、
西
部
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
古
い
文
化
を

残
し
て
い
た
。
以
降
ア
ン
マ
ッ
サ
リ
ク
で
は
学
術
調
査
が

重
ね
ら
れ
、
収
集
さ
れ
た
標
本
資
料
も
多
く
、
今
回
の
展

示
で
も
出
品
さ
れ
て
い
る
。

伝
統
的
な
く
ら
し

お
も
な
生
業
は
、数
種
の
ア
ザ
ラ
シ
を
は
じ
め
、ク
ジ
ラ・

イ
ル
カ
類
、
セ
イ
ウ
チ
な
ど
で
、
季
節
や
地
理
的
条
件
に

よ
っ
て
、
ト
ナ
カ
イ
や
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
な
ど
の
陸
獣
や
鳥

類
の
狩
猟
と
漁
労
と
を
組
み
合
わ
せ
て
い
た
。
ア
ザ
ラ
シ

は
も
っ
と
も
重
要
な
獲
物
で
、
そ
の
肉
は
食
料
に
、
脂
は

燃
料
に
、
そ
し
て
毛
皮
は
、
衣
類
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
ン
ト

や
船
の
覆
い
、
犬
ぞ
り
の
綱
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の
素

材
と
な
っ
た
。

か
つ
て
夏
の
あ
い
だ
は
獲
物
に
合
わ
せ
て
移
動
す
る

キ
ャ
ン
プ
生
活
を
お
こ
な
い
、
冬
に
は
村
に
戻
り
竪た
て

穴あ
な

式

の
家
に
住
ん
だ
。
一
八
～
一
九
世
紀
に
な
る
と
芝し
ば

土つ
ち

と
石

を
積
ん
で
壁
を
つ
く
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
輸
入
さ
れ
た

材
木
で
屋
根
を
ふ
い
た
住
居
が
一
般
的
に
な
り
、
二
〇
世

紀
前
半
ま
で
利
用
さ
れ
た
。
家
の
な
か
で
重
要
な
の
は
、

動
物
の
脂
を
燃
や
す
石
ラ
ン
プ
だ
っ
た
。
薪
が
得
ら
れ
な

い
地
で
、
こ
の
ラ
ン
プ
は
照
明
、
暖
房
、
煮
炊
き
に
欠
か

せ
な
い
道
具
だ
っ
た
。

自
然
の
な
か
か
ら
生
活
の
糧
を
得
て
き
た
彼
ら
は
、
他

の
狩
猟
採
集
民
と
同
様
に
、
す
べ
て
の
も
の
に
魂
が
あ
り
、

人
間
も
動
物
も
こ
の
世
で
の
姿
か
た
ち
が
異
な
る
だ
け
だ

と
考
え
て
い
た
。
人
び
と
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
敬
意
を
払

い
、
タ
ブ
ー
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
身
を
守
り
、

獲
物
に
恵
ま
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
が
浸
透

し
た
現
在
で
も
、伝
統
的
な
世
界
観
は
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。

受
け
継
が
れ
る
文
化

植
民
地
化
以
来
、
生
活
は
徐
々
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
さ
れ
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
そ
れ
が
急
速
に
進
ん
だ
。
し
か
し
、

イ
ヌ
イ
ッ
ト
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で

は
、
ほ
か
の
イ
ヌ
イ
ッ
ト
が
く
ら
す
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
の
国
よ
り
も
、
伝
統
的
な
文
化
が
色
濃
く
残
る
。

一
九
九
六
年
に
南
西
部
の
三
つ
の
博
物
館
で
調
査
を
し

た
。
街
を
歩
く
と
、
イ
ヌ
イ
ッ
ト
文
化
に
か
か
わ
る
も
の

に
そ
こ
こ
こ
で
出
会
え
た
。
首
都
ヌ
ー
ク
の
中
心
部
に
は

北
欧
の
店
と
変
わ
ら
ぬ
品し
な

揃ぞ
ろ

え
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
る
が
、
市
場
に
行
け
ば
、
ア
ザ
ラ
シ
、
イ
ル
カ
、
ト

ナ
カ
イ
の
肉
や
、
捕
れ
た
ば
か
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
魚
や
鳥

が
売
ら
れ
て
い
る
。
週
末
の
教
会
で
は
、
結
婚
式
に
飛
び

入
り
さ
せ
て
も
ら
え
た
。
参
列
者
た
ち
は
ふ
だ
ん
着
だ
が
、

新
郎
新
婦
と
︵
そ
の
親
戚
だ
ろ
う
か
︶
数
人
の
子
ど
も
は
民

族
衣
装
に
身
を
包
み
、
晴
れ
や
か
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

家
の
外
に
ア
ザ
ラ
シ
皮
が
干
し
て
あ
っ
た
り
、
バ
ケ
ツ
い
っ

ぱ
い
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
摘
ん
で
帰
る
お
ば
あ
さ
ん
に

会
っ
た
り
と
、
文
化
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

る
場
面
は
た
び
た
び
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
一
八
年
が
経
ち
、
温
暖
化
に
と
も
な
う
産
業

の
変
化
や
資
源
開
発
の
促
進
な
ど
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は

重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
伝
統
的
な
文
化
と
自
然
と

を
維
持
し
な
が
ら
、
経
済
発
展
を
め
ざ
す
姿
に
注
目
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
大
き
な
島
だ
け
に
、
地
域
に
よ
り

自
然
と
歴
史
・
文
化
に
違
い
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ヌ
イ
ッ
ト
文
化
の
伝
統
と
現
在
に

つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

地
域
ご
と
に
異
な
る
環
境

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
内
陸
は
厚
い
氷
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

人
び
と
は
氷
が
な
く
資
源
の
豊
富
な
海
沿
い
に
く
ら
し
て

き
た
。
北
部
・
西
部
・
東
部
の
三
つ
の
居
住
域
は
氷
床
で

分
断
さ
れ
、
基
層
は
同
じ
な
が
ら
独
自
の
文
化
を
発
達
さ

せ
て
き
た
。

カコルトック博物館横の家の外観。芝土（ツンドラの表土で
草が混じった土）と石を積んで造られている

カコルトック博物館の横に復元されている芝土の家の内部。ヨーロッパ製品が入手できる
ようになってからも石ランプ（右下の黒い皿状のもの）が使用されていたことを示している

カヤックの練習をする若者たち。英語でエスキモーロールとよばれる
転覆した船を立て直す技法。ヌークの国立博物館近くの海辺で

結婚式がおこなわれていたヌークの教会前。女性の晴れ着は
ビーズのケープで飾られ、アザラシ皮製のブーツにも小さく
切った皮でモザイク状の装飾が施されている

ヌークの皮工芸組合の建物（手前）。外にはアザラシ皮が干されていた。
上方の家の前にはカヤックも見える
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世
界
の
な
か
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

―
ニ
ュ
ー
・
ノ
ー
ス
時
代
の
開
発
と
自
治

高た
か

橋は
し 

美み

野の

梨り　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
／
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
）

大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け
て

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
、
一
九
五
三
年
の
デ
ン

マ
ー
ク
へ
の
編
入
を
経
て
七
九
年
に
内
政
自
治

権
を
獲
得
し
て
以
降
、
漸
進
的
に
自
治
の
範
囲

を
拡
大
さ
せ
、
二
〇
〇
三
年
に
は
外
交
・
安
全

保
障
分
野
に
対
す
る
独
自
の
権
限
、
〇
九
年
に

は
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
交
渉
を
可
能
に
す
る
権
限

と
し
て
の
独
立
権
を
獲
得
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
経
済
的
に
は
毎
年
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら

の
国
庫
支
出
金
、
政
府
一
括
補
助
金
を
含
め
、

多
額
の
経
済
支
援
を
受
け
る
状
況
に
あ
る
︵
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
国
民
総
生
産
の
約
三
五
パ
ー
セ
ン

ト
︶。
そ
れ
ゆ
え
に
、
近
年
の
北
極
圏
開
発
の

加
速
化
は
、
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
絶
好
の
機

会
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
自
治
政
府
要
人

を
活
気
付
か
せ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
か
ら
一

三
年
ま
で
首
相
を
務
め
た
ク
ー
ピ
ッ
ク
・
ク
ラ

イ
ス
ト
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
や
米
国
で
の
学
生
生

活
で
培
っ
た
高
度
な
語
学
力
や
国
際
感
覚
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
、
外
資
を
呼
び
込
み
、
資
源

収
入
を
得
て
、
経
済
的
に
自
立
し
て
い
く
た
め

の
政
策
を
推
し
進
め
て
き
た
。そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
は
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め

に
安
価
な
労
働
力
を
外
国
か
ら
大
量
に
調
達
す

る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
る
﹁
ビ
ッ
グ
ス
ケ
ー
ル

法
﹂
の
議
会
採
択
で
あ
っ
た
。﹁
地
元
住
民
の

雇
用
を
奪
う
﹂
な
ど
の
批
判
を
受
け
、
二
〇
一

三
年
三
月
の
総
選
挙
で
ク
ラ
イ
ス
ト
は
失
脚
し

た
が
、
翌
月
に
発
足
し
た
ア
レ
カ
・
ハ
モ
ン
新

政
権
は
、﹁
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
人
の
雇
用
を
優

先
的
に
確
保
す
る
﹂
こ
と
を
謳う
た

い
な
が
ら
﹁
初

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

資
本
主
義
は
、﹁
自
分
た
ち
の
外
側
に
あ
る

世
界
﹂
を
﹁
自
分
た
ち
の
も
の
に
し
て
い
く
﹂

こ
と
で
成
り
立
つ
経
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
そ
れ
は
、
あ
ら
た
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
︵
伸

び
し
ろ
︶
の
存
在
な
く
し
て
成
り
立
た
な
い
。

だ
か
ら
、
自
分
た
ち
の
外
側
に
あ
る
世
界
を
内

部
化
し
た
と
た
ん
、
利
潤
の
拡
大
を
図
る
た
め

に
、
あ
ら
た
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
探
し
求
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

二
一
世
紀
の
今
日
、
そ
の
射
程
は
、
厚
い
氷

に
覆
わ
れ
た
海
域
と
い
う
特
殊
性
か
ら
市
場
と

し
て
の
魅
力
に
欠
け
て
い
た
北
極
海
や
そ
の
周

辺
地
域
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
な
か

で
も
、
北
極
海
に
接
す
る
世
界
最
大
の
島
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
、
気
候
変
動
の
影
響
に
伴
う

環
境
変
化
に
よ
っ
て
天
然
資
源
開
発
が
現
実
味

を
帯
び
て
き
た
こ
と
で
、
欧
州
諸
国
や
日
米
を

含
む
多
く
の
国
や
地
域
、
外
国
企
業
か
ら
の
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
側
も
、
自
治
政
府
を
中
心
と
し

て
、
外
国
資
本
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
始
め
て

い
る
。

直
近
の
出
来
事
だ
け
に
目
を
向
け
て
み
て
も
、

二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
は
、
資
源
開
発
会
社
の

ロ
ン
ド
ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
が
、
民
間
開
発
事
業

と
し
て
過
去
最
大
の
約
二
三
〇
〇
億
円
を
投
資

し
、
首
都
ヌ
ー
ク
の
北
東
一
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
鉄
鉱
石
鉱
山
の
開
発
権
を
獲
得
し
た
。

石
油
関
連
企
業
の
シ
ェ
ブ
ロ
ン
、
シ
ェ
ル
、
グ

リ
ー
ン
ペ
ッ
ク
ス
︵
日
本
の
官
民
合
同
会
社
︶
は
、

同
年
一
二
月
、
北
東
部
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
沖
合

の
鉱
区
を
共
同
で
落
札
し
、
北
極
圏
開
発
を
本

格
化
さ
せ
た
。
南
西
部
の
町
マ
ニ
ー
ツ
ォ
ッ
ク

で
は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
の
世
界
的
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
ア
ル
コ
ア
が
、
大
規
模
な
精
錬
工
場
の

建
設
・
稼
働
を
目
指
し
自
治
政
府
と
の
交
渉
を

進
め
て
い
る
。
域
内
で
の
経
済
活
動
を
示
す
こ

の
よ
う
な
事
例
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
、
今
ま
さ
に
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
大
き
な
注
目
を
集
め
る
地
域
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

期
投
資
額
約
九
五
〇
億
円
超
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
を
可
能
に
す
る
﹂

こ
と
を
盛
り
込
む
形
で
同
法
を
受
け
継
い
だ
。

同
年
一
〇
月
に
は
、
二
五
年
間
続
い
た
ウ
ラ
ン

採
掘
禁
止
政
策
︵
ゼ
ロ
・
ト
レ
ラ
ン
ス
政
策
︶
が

廃
止
さ
れ
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
ウ
ラ
ン
な
ど

放
射
性
物
質
の
海
外
輸
出
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向

け
歩
み
を
始
め
て
い
る
。

岐
路
に
立
つ
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

二
〇
一
四
年
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
、
内
政

自
治
権
の
獲
得
か
ら
三
五
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

北
緯
四
五
度
線
以
北
の
環
北
極
圏
を
﹁
ニ
ュ
ー・

ノ
ー
ス
﹂
と
よ
び
、
今
後
の
国
際
政
治
に
お
け

る
ひ
と
つ
の
中
心
を
形
成
し
得
る
と
予
想
し
た

の
は
米
国
の
地
理
学
者
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
ミ
ス

で
あ
っ
た
が
、
果
た
し
て
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
、

外
国
資
本
の
波
に
呑の

ま
れ
ず
、
開
発
と
自
治
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
未
来
図
を
描
く
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
真
価
が
問
わ
れ
る
正

念
場
に
、
今
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
立
っ
て
い
る
。

ロンドン・マイニング社グリーンランド支社代表のカイ・クライスト氏。
開発権を獲得したイスア鉱山の区域図の前で

自治政府前広場に立つ、グリーンランドの説話『みなしごカーサスック』のモニュメント。
挫折と成功の物語であり、自治のシンボル的存在となっている

グリーンランドの自治成立35年を祝うナ
ショナルデー。2014年6月21日ヌークにて。
18世紀以降、コロニーハウンとよばれるこ
の港を拠点に町が形成された 8   9    2014 年 10 月号



集めてみました世界の

マレーシア
バジャウ人の家船。家船と書いて「えぶね」と読む。
移動手段としてだけでなく、住居としても用いられる
船。なかは広く、漁具や海産物、日用品が置かれて
いる。東南アジア展示場で、一部を屋外に突きだし
て展示していたが、傷みが激しいため、展示場で見
られるのは今年11月4日まで。
H0198269

インドネシア
トバ湖の刳（く）り舟。1本の木
材を刳りぬき、人や荷物を載せ
られるようにした舟。丸木舟また
は独木（まるき）舟ともよばれる。
材と材をつなぐ技術が用いられて
おらず、簡単に作れるように思う
が、丈夫な木を刳りぬいていくに
は根気がいる。また、大木を材
料にしなければならない。
H0004266

日本（新潟県）
佐渡のたらい舟。木材の加工法には、刳（く）り、挽（ひ）き、
曲げ、組み、結いなどの種類がある。刳り舟に使われる
のが刳り、一部の構造船に使われるのが曲げの技術。こ
のたらい舟は、板材をタガで締める「結い」の技術で作
られる。サイズは大きいが、たらいや木桶（おけ）と同じだ。
H0005708

日本（北海道）
アイヌの樹皮舟。巨木の丈夫な樹皮を剥（は）ぎ、舟型に
仕立てたもの。堅い材の部分を素材とするのではなく、しな
りのある曲面状の素材を使うという意味では、笹舟を大きく
したものと考えたほうがよいかもしれない。山で大きな獲物
を捕らえたさい、この舟を即席で作って川を下ったという。
H0109341

ミクロネシア
サタワル島のアウトリガー式カヌー（チェチェメニ号）。船体に並行して長い
材をそなえた形式の船。カヌーといえば、カナディアン・カヌーやカヤックの
ように1～ 2人乗りのものも多いが、このカヌーははるかに大きく、厚い板
材を多数繋（つな）ぎあわせて船体としている。1975年の沖縄海洋博覧
会のさい、沖縄本島までの 3000キロメートルを航海した。
H0004975

インド
オリッサ州のテッパ舟。舟べりをやや高くしてはいるものの、造
船技術からみると、くぼみのない大きな木材を複数結わえた筏
（いかだ）である。材と材のあいだから浸水してくることもあるが、
材そのものの浮力が大きいため、よほどの積載量でなければ材
全体が水に浸かることはない。展示場で見られるのは、展示替
え前の今年11月4日まで。
H0163254

マダガスカル
ヴェズ人のアウトリガー式カヌー。
外観はチェチェメニ号に似ているも
の、サイズはずっと小さい。刳（く）
り舟のような形をした刳りぬき材
の上に板を1～ 3段ほど継ぎたし、
へりを高くしている。刳りぬき材と板
のあいだ、および板と板とのあいだ
には、両端が尖（とが）った木釘
が挟まるように打たれている。
H0267557 ペルー

チチカカ湖のあし舟。トトラというカヤツリグサ科の草本
を多数束ねあげ、丸太状にしたのち、それを筏（いかだ）
のように組んだもの。ただし、いわゆる筏のように平らに
素材を並べるのでなく、中央にくぼみができるように並べ、
水や荷物が濡れにくいようにしてある。
H0012645

世界では、さまざまな材料からさまざまな船が作られている。刳
く

り舟や
樹皮舟は、細かいパーツを除くと、ひとつの大きな素材を加工して作ら
れる。いっぽうで、複数の材を束ねた筏

いかだ

や、船底部分から板材を上方
へ継ぎたして作った構造船もある。板と板の継ぎあわせかたも、鉄釘

くぎ

や
木釘で打ったり、幅のある樹皮で縛ったり、あるいは撚

よ

り縄で縛ったり、
さまざまだ。ここで紹介した船のうちふたつは、展示替えを機に見られ
なくなってしまう。ぜひ１１月4日までに見に来ていただきたい。

飯
いい

田
だ

 卓
たく

　民博 先端人類科学研究部
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●
展
示
ガ
イ
ド
更
新
の
お
知
ら
せ

2
0
1
4
年
3
月
に
新
し
く
な
っ
た
東
ア
ジ
ア
展
示
の
展
示
ガ

イ
ド
更
新
版
が
完
成
し
ま
し
た
。
展
示
ガ
イ
ド︵
バ
イ
ン
ダ
ー
形

式
︶を
お
持
ち
の
方
に
は
、
無
料
で
差
し
替
え
分
を
お
渡
し
い
た

し
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
プ
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
南
ア
ジ
ア・
東
南
ア
ジ
ア
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め
、
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
展

示
場
が
11
月
5
日
︵
水
︶
か
ら
3
月
18
日
︵
水
︶
ま
で
閉
鎖
さ

れ
ま
す
。
閉
鎖
前
に
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

●
11
月
1
日
か
ら
7
日
は
「
教
育
・
文
化
週
間
」
で
す

教
育
・
文
化
週
間
は
教
育
や
文
化
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、

充
実
・
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
、
今
年
で

56
回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
全
国
で
開
催
さ
れ
る

様
々
な
行
事
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

教
育
・
文
化
週
間
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵
文
部
科
学
省
︶

h
ttp

://w
w

w
.m

e
xt.g

o
.jp

/a
_m

e
nu

/sh
o

ug
ai/kyo

iku
-

b
unka/

時
間　

13
時
30
分
～
15
時
︵
13
時
開
場
︶

会
場　

本
館
講
堂

定
員　

4
5
0
名
︵
当
日
先
着
順
︶

参
加
費　

無
料
︵
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
観
覧
料
が
必
要
で
す
︶

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ 電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）
みんぱくfacebookページ　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/

電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）

みんぱくフェイスブック　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

みんぱくツイッター　http://twitter.com/MINPAKUofficial

特
別
展

国
立
民
族
学
博
物
館
創
設
40
周
年
記
念

日
本
文
化
人
類
学
会
50
周
年
記
念

「
イ
メ
ー
ジ
の
力

︱
国
立
民
族
学
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
さ
ぐ
る
」

人
間
の
作
り
出
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
は
た
ら
き
や
受
け

と
め
ら
れ
方
に
、
人
類
共
通
の
普
遍
性
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

会
期　

12
月
9
日︵
火
︶ま
で

会
場　

特
別
展
示
館

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト 「
イ
メ
ー
ジ
の
力
」

音
楽
、
デ
ザ
イ
ン
、
小
説
の
各
界
で
活
躍
す
る
ゲ
ス

ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
の
力
に
迫
り
ま
す
︵
全

3
回
︶。
第
2
回
は
、
三
木
健
さ
ん
で
す
。

日
時　

10
月
19
日︵
日
︶13
時
～
14
時
30
分

ゲ
ス
ト　

三
木
健︵
デ
ザ
イ
ナ
ー
︶

聞
き
手　

吉
田
憲
司︵
本
館 

教
授
︶

会
場　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

※
申
込
不
要
、
先
着
順
、
本
館
展
示
観
覧
券
ま
た
は

特
別
展
示
観
覧
券

み
ん
ぱ
く
×
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

「
イ
メ
ー
ジ
の
力
」
を
さ
ぐ
る

大
阪
・
梅
田
の
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
で
特
別
展
と

連
動
し
た
連
続
講
座
を
開
催
し
ま
す
。︵
全
6
回
︶

「
南
ア
フ
リ
カ
の
過
去
と
現
在

︱
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
か
ら
続
く
道
」

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
廃
止
後
、
進
行
す
る
国
内
の
都

市
化
に
注
目
し
て
、
持
続
可
能
な
資
源
利
用
や
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時　

10
月
11
日︵
土
︶

　
　
　

10
時
40
分
～
13
時
25
分︵
開
場
10
時
︶　

映
画
会

　
　
　

14
時
15
分
～
16
時
30
分　

講
演
会

会
場　

本
館
講
堂
︵
定
員
4
5
0
名
︶

映
画
会　

上
映
作
品
﹁
遠
い
夜
明
け
﹂

※
申
込
不
要
、
映
画
会
は
要
展
示
観
覧
券

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
言
語
の
記
述
・
記
録
・
保
存
と
通
モ
ー
ド
言
語

類
型
論
」

手
話
言
語
と
音
声
言
語
を
同
時
に
観
察
す
る
こ
と

で
、
言
語
学
に
お
け
る
基
礎
的
な
概
念
を
再
検
討
し

ま
す
。

日
時　

10
月
4
日︵
土
︶9
時
45
分
～
17
時

　
　
　

10
月
5
日︵
日
︶9
時
～
12
時
30
分

会
場　

本
館
講
堂

※
要
事
前
申
込
、
参
加
無
料
、
英
語
・
日
本
語
・
ア

メ
リ
カ
手
話
・
日
本
手
話
︻
同
時
通
訳
及
び
英
語
同

時
要
約
筆
記
あ
り
︼

お
問
い
合
わ
せ
先

菊
澤
研
究
室　

SSL@
m

inp
aku.ac.jp

研
究
公
演

「
り
ん
け
ん
バ
ン
ド
み
ん
ぱ
く
公
演
」

沖
縄
の
新
し
い
音
楽
を
う
み
だ
し
て
い
る
り
ん
け
ん

バ
ン
ド
と
小
学
生
の
演
舞
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

日
時　

11
月
1
日︵
土
︶13
時
～
15
時
30
分

　
　
　
︵
開
場
12
時
30
分
︶

会
場　

本
館
講
堂
︵
定
員
4
5
0
名
︶

申
込
締
切　

10
月
14
日︵
火
︶

※
要
事
前
申
込
、
要
展
示
観
覧
券

み
ん
ぱ
く
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ

「
海
と
大
陸
」

ア
フ
リ
カ
の
不
法
移
民
を
か
く
ま
う
イ
タ
リ
ア
の
島

の
一
家
の
苦
闘
を
通
し
て
、
移
民
問
題
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

時
間　

19
時
～
20
時
30
分

会
場　

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
北
館
１
Ｆ

　
　
　

ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル The Lab.C

A
FE Lab.

※
参
加
費
5
0
0
円︵
ド
リ
ン
ク
代
︶、
定
員
各
回
50
名

主
催　
一
般
社
団
法
人
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

　
　
　

国
立
民
族
学
博
物
館

10
月
15
日︵
水
︶

講
師　

池
谷
和
信
︵
本
館 

教
授
︶

話
題
　
人
類
の
美
の
追
求

　
　
　

―
ガ
ラ
ス
ビ
ー
ズ
と
鳥
の
羽
の
世
界

10
月
29
日︵
水
︶

講
師　

山
中
由
里
子
︵
本
館 

准
教
授
︶

話
題
　
描
か
れ
た
時
間

国
立
民
族
学
博
物
館
　
特
別
展
ツ
ア
ー

10
月
26
日︵
日
︶13
時
～
14
時
30
分

会
場　

特
別
展
示
館

案
内　

吉
田
憲
司
︵
本
館 

教
授
︶

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

一
般
財
団
法
人
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

電
話　

0
6
・
6
3
7
2
・
6
5
3
0

企
画
展

「
未
知
な
る
大
地

︱
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
自
然
と
文
化
」

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
自
然
、
そ
こ
に
住
む
イ
ヌ
イ
ッ

ト
の
人
び
と
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　

11
月
18
日︵
火
︶ま
で

会
場　

本
館
企
画
展
示
場

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
彫
像
ト
ゥ
ピ
ラ
ク
を
作
ろ
う
」

紙
粘
土
と
竹
べ
ら
で
で
ト
ゥ
ピ
ラ
ク
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時　

11
月
2
日︵
日
︶

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分
︵
13
時
受
付
開
始
︶

場
所　

本
館
第
3
セ
ミ
ナ
ー
室
、
企
画
展
示
場

講
師　

田
主
誠
︵
版
画
家
︶、
岸
上
伸
啓
︵
本
館 

教
授
︶

※
要
事
前
申
込
︵
先
着
順
︶、
参
加
費
5
0
0
円
︵
別
途

要
展
示
観
覧
券
︶、
小
学
1
年
生
以
上
対
象
、
定
員
15
名

お
問
い
合
わ
せ
先

情
報
企
画
課　

電
話　

0
6
･
6
8
7
8
･
8
5
3
2

日
時　

11
月
9
日︵
日
︶13
時
30
分
～
16
時

　
　
　
︵
開
場
13
時
︶

会
場　

本
館
講
堂
︵
定
員
4
5
0
名
︶

※
申
込
不
要
、
先
着
順
、
要
展
示
観
覧
券

※
当
日
11
時
30
分
か
ら
展
示
場
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
あ
り
。

公
開
講
演
会

「
無
形
文
化
遺
産
　
選
ぶ
視
点 

選
ば
れ
る
現
実
」

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
和
食
が
認
定
さ
れ

る
な
ど
、
い
ま
注
目
さ
れ
て
い
る
無
形
文
化
遺
産
の

過
去
・
現
在
・
未
来
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

11
月
4
日︵
火
︶18
時
30
分
～
20
時
40
分

会
場　

日
経
ホ
ー
ル
︵
東
京
、
定
員
6
0
0
名
︶

主
催　

日
本
経
済
新
聞
社

※
要
事
前
申
込
、
参
加
無
料

お
問
い
合
わ
せ
先

研
究
協
力
係　

0
6
・
6
8
7
8
・
8
2
0
9

み
ん
ぱ
く
創
設
40
周
年
記
念  

カ
レ
ッ
ジ
シ
ア
タ
ー

「
み
ん
ぱ
く
の
地
球
探
究
紀
行
」

10
月
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
ら
に
充
実
、
参
加
し
や

す
い
ス
タ
イ
ル
で
後
期
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

時
間　

13
時
～
14
時
30
分

会
場　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
館
﹁
ス
ペ
ー
ス
9
﹂

主
催　

産
経
新
聞
社

特
別
協
力　

国
立
民
族
学
博
物
館
、
千
里
文
化
財
団

※
要
事
前
申
込
︵
申
込
締
切
は
各
回
開
催
日
の
１
週

間
前
︶、
参
加
費　

各
回
１
0
0
0
円

10
月
8
日︵
水
︶

講
師　

岸
上
伸
啓︵
本
館 

教
授
︶

話
題
　
気
候
変
動
は
何
を
も
た
ら
し
た
か

　
　
　

︱
世
界
最
大
の
島
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

10
月
15
日︵
水
︶

講
師　

八
杉
佳
穂︵
本
館 

教
授
︶

話
題
　
古
代
マ
ヤ
の
こ
と
ば
を
探
る

10
月
22
日︵
水
︶

講
師　

池
谷
和
信︵
本
館 

教
授
︶

話
題
　
人
間
は
何
を
食
べ
て
き
た
か

　
　
　

︱
ア
フ
リ
カ
の
食
か
ら
学
ぶ

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

ウ
ェ
ー
ブ
産
経
カ
レ
ッ
ジ
シ
ア
タ
ー
係

電
話　

0
6
・
6
6
3
3
･
9
0
8
7　

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（9時～17時、土日祝を除く）　FAX 06-6878-3716
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp 友の会

友
の
会
講
演
会
（
大
阪
）

会
場　

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

96
名
︵
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
︶

第
4
3
7
回　

12
月
6
日︵
土
︶14
時
～
15
時

ナ
ラ
林
文
化
を
再
考
す
る

講
師
　
佐
々
木
史
郎
︵
本
館 

教
授
︶

佐
々
木
高
明
元
民
博
館
長
が
想
定
し
た
、
日
本
文
化
の
北
の
ル
ー

ツ
﹁
ナ
ラ
林
文
化
﹂。
該
当
地
域
の
生
態
環
境
や
歴
史
的
変
遷
を

ふ
ま
え
、﹁
ナ
ラ
林
文
化
﹂
と
い
う
文
化
領
域
設
定
の
可
能
性
を

改
め
て
検
討
し
ま
す
。

◇
11
月
の
第
一
土
曜
日
は
、「
り
ん
け
ん
バ
ン
ド
み
ん
ぱ
く
公
演
」

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
員
の
方
は
、
事
前
に
友
の
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。︵
締
切
：
10
月
14
日
︵
火
︶︶

東
京
講
演
会

会
場　

モ
ン
ベ
ル
渋
谷
店
５
Ｆ
サ
ロ
ン

定
員　

60
名
︵
要
事
前
申
込
︶

※
一
般
の
方
も
参
加
可
能
で
す
︵
参
加
費
5
0
0
円
︶

第
1
1
0
回　

10
月
19
日︵
日
︶14
時
～
15
時

多
み
ん
ぞ
く
の
街
・
新
大
久
保
と
ハ
ラ
ー
ル
フ
ー
ド
産
業

講
師　

菅
瀬
晶
子
︵
本
館 

助
教
︶

日
本
有
数
の
多
み
ん
ぞ
く
の
街
、
東
京
都
新
宿
区
の
新
大
久
保
。

本
講
演
で
は
、
新
大
久
保
が
多
み
ん
ぞ
く
の
街
と
な
っ
た
歴
史
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
近
年
も
っ
と
も
活
気
の
あ
る
﹁
イ
ス
ラ
ー

ム
通
り
﹂
に
注
目
し
ま
す
。
当
日
は
、
ハ
ラ
ー
ル
フ
ー
ド
の
サ
ン

プ
ル
も
実
際
に
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
69
回
体
験
セ
ミ
ナ
ー

「
織
り
」
か
ら
た
ど
る
手
仕
事
の
現
場（
国
内
編
）

11
月
20
日︵
木
︶～
21
日︵
金
︶

訪
問
先
：
桐
生
市
、
高
崎
市
、
中
之
条
町︵
群
馬
県
︶

第
85
回
民
族
学
研
修
の
旅

「
織
り
」
か
ら
た
ど
る
手
仕
事
の
現
場（
海
外
編
）

2
0
1
5
年
2
月
1
日︵
日
︶～
2
月
9
日︵
月
︶

訪
問
先
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
東
北
タ
イ

刊行物紹介
■吉田憲司 著
『宗教の始原を求めて―
南部アフリカ聖霊教会の人びと』
岩波書店　3,100円（税抜）

1990年代、聖霊憑
依するキリスト教
(聖霊教会)へ入信す
る人びとが爆発的
に増加し、南部アフ
リカ一帯に広がっ
た。それによる伝統
的な文化の危機的

な状況に、著者は南部アフリカ全域を
踏破し、その広がりを追跡しはじめる。
本書は、20年の探究調査で見えてきた、
宗教の根源=新たな信仰の成立過程を
追った 知的ルポルタージュである。

■竹沢尚一郎 著
『西アフリカの王国を掘る
―文化人類学から考古学へ
（フィールドワーク選書10）』
臨川書店　2,000円（税抜）

サバンナの大地に眠
る未知の歴史を掘り
起こす。過去にいく
つもの王国が生まれ
ながら、文書史料に
乏しく、未発掘の地
が多く残るマリ。ア

フリカの過去を知りたい、その一念で専
門外であった発掘に乗り出した著者は
多くの新発見に恵まれることとなる。そ
してついに、西アフリカ初となる「中世」
の王国を掘り起こす。

※国立民族学博物館ミュージアム・ショップの記事は、表紙うらに移りました。

第
4
3
7
回　

10
月
18
日︵
土
︶

【
企
画
展
関
連
】 

は
る
か
な
る
北
の
大
地
、グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の

自
然
と
人
び
と
の
暮
ら
し

講
師　

岸
上
伸
啓︵
本
館 

教
授
︶

大
西
洋
の
北
西
部
に
あ
る
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
、世
界
最
大

の
島
で
す
。総
面
積
は
日
本
の

約
6
倍
で
す
が
、そ
の
80
％

は
厚
い
氷
床
に
覆
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
約
5
万

7
0
0
0
人
の
イ
ヌ
イ
ッ
ト

人
や
デ
ン
マ
ー
ク
人
が
く
ら

し
て
い
ま
す
。グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
の
大
自
然
の
姿
、そ
こ
に
住

む
人
び
と
の
歴
史
と
現
状
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン
　

研
究
者
と
話
そ
う

会
場　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
︵
要
展
示
観
覧
券
︶

本
館
の
研
究
者
が
来
館
さ
れ
た
皆
様
の
前
に
登
場
し
ま
す
！

﹁
研
究
に
つ
い
て
﹂﹁
調
査
し
て
い
る
地
域
︵
国
︶
の
最
新
情
報
﹂﹁
展
示

資
料
に
つ
い
て
﹂
な
ど
、
話
題
や
内
容
は
実
に
多
彩
。

10
月
5
日︵
日
︶　

14
時
30
分
～
15
時
30
分

話
者　

三
尾
稔
︵
本
館 

准
教
授
︶

話
題
　
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
世
界
の
神
々
の
イ
メ
ー
ジ

10
月
19
日︵
日
︶　

14
時
45
分
～
15
時
45
分

話
者　

林
勲
男
︵
本
館 

准
教
授
︶

話
題
　
死
者
を
送
る

―
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
彫
刻
と
儀
礼

10
月
26
日︵
日
︶　

15
時
～
16
時

話
者　

齋
藤
玲
子
︵
本
館 

助
教
︶

話
題
　
消
費
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ

　
　
　

―
観
光
み
や
げ
か
博
物
館
資
料
か

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
海
岸
部
の
景
観
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世
界
無
形
文
化
遺
産
と 

民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

―
南
部
ア
フ
リ
カ
、
チ
ェワ
の
祭
り
か
ら

吉よ
し

田だ 

憲け
ん

司じ 

　
民
博 

文
化
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

民
族
単
位
の
祭
り
の
創
造

南
部
ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン
ビ
ア
で
は
、

一
九
八
〇
年
代
、
主
要
民
族
が
、「
伝

統
を
始
め
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

競
っ
て
民
族
単
位
の
あ
ら
た
な
祭
り

を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
わ
た
し
が

過
去
三
〇
年
間
か
か
わ
っ
て
き
た

チ
ェ
ワ
の
人
び
と
も
、
そ
の
動
き
の

な
か
で
あ
ら
た
な
祭
り
を
作
り
上
げ

た
集
団
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

チ
ェ
ワ
の
人
び
と
が
創
始
し
た
祭

り
は
「
ク
ラ
ン
バ
」
と
い
う
。「
伝

統
を
始
め
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

本
来
は
葬
儀
の
際
に
踊
ら
れ
る
仮
面

舞
踊
「
グ
レ
ワ
ム
ク
ル
」
と
、
女
性

の
成
人
儀
礼
の
際
に
踊
ら
れ
る
女
た

ち
の
踊
り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

チ
ー
フ
が
王
ガ
ワ
・
ウ
ン
デ
ィ
の
前

で
披
露
す
る
と
い
う
祭
り
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
そ
の
第
一
回
の
ク
ラ
ン

バ
に
立
ち
会
っ
た
。
一
九
八
四
年
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
折
、
あ
と
五
〇

年
も
し
て
人
類
学
者
が
や
っ
て
き
た

ら
、
き
っ
と
こ
の
祭
り
が
チ
ェ
ワ
の

伝
統
的
な
祭
り
だ
と
思
い
込
む
だ
ろ

う
な
と
、
村
人
た
ち
と
笑
い
な
が
ら

語
り
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か

ら
三
〇
年
、
す
で
に
ク
ラ
ン
バ
は
毎

年
八
月
最
後
の
週
末
に
開
催
さ
れ
、

「
チ
ェ
ワ
伝
統
の
祭
り
ク
ラ
ン
バ
」

と
称
さ
れ
て
定
着
す
る
に
い
た
っ
て

い
る
。

多
く
の
民
族
の
あ
い
だ
で
進
ん
だ
、

こ
う
し
た
祭
り
の
創
生
は
一
九
九
〇

年
代
に
入
っ
て
ひ
と
段
落
す
る
。
そ

し
て
九
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
今

度
は
、
各
民
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族

の
手
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
文

化
の
展
示
を
目
的
と
し
た
博
物
館
の

建
設
で
競
い
合
う
よ
う
に
な
る
。
祭

り
は
一
時
的
な
も
の
だ
け
に
、
そ
こ

で
用
い
る
よ
う
な
自
分
た
ち
の
遺
産

を
、
祭
り
を
開
く
場
所
の
近
く
で
恒

久
的
に
展
示
し
よ
う
と
い
う
動
き
が

起
こ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

仮
面
舞
踊
の
世
界
無
形
文
化
遺

産
指
定

チ
ェ
ワ
の
社
会
に
つ
い
て
い
え

ば
、
先
に
触
れ
た
仮
面
舞
踊
「
グ
レ

ワ
ム
ク
ル
」

―
わ
た
し
が
そ
の
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
、
ニ
ャ
ウ
と

よ
ば
れ
る
仮
面
結
社
の
舞
踊
で
あ
る

―
が
、
二
〇
〇
五
年
、
同
じ
ザ
ン

ビ
ア
の
ル
ヴ
ァ
レ
の
人
た
ち
が
継
承

し
て
い
る
割
礼
儀
礼
に
ま
つ
わ
る
仮

面
舞
踊
「
マ
キ
シ
」
と
と
も
に
、
日

本
の
歌
舞
伎
な
ど
と
な
ら
ん
で
、
ユ

ネ
ス
コ
の
「
人
類
の
無
形
文
化
遺
産

に
関
す
る
代
表
リ
ス
ト
」、
い
わ
ゆ

る
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、こ
の
チ
ェ

ワ
で
も
、
ま
た
ル
ヴ
ァ
レ
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
祭
り
の
場
に
博
物
館
を
作
ろ

う
と
い
う
計
画
が
動
き
出
し
、
既
に

設
計
図
も
出
来
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

三
〇
年
前
、
わ
た
し
が
調
査
を
始

め
た
と
き
に
は
、
チ
ェ
ワ
と
い
う
集

団
の
あ
い
だ
に
仮
面
舞
踊
の
伝
統
が

あ
る
こ
と
自
体
、
ザ
ン
ビ
ア
の
外
で

は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
だ
け
に
、
感
無
量
の
思
い
が
あ
る
。

祭
り
へ
の
三
か
国
の
大
統
領
の

参
列チ

ェ
ワ
の
人
び
と
の
あ
い
だ
で
は
、

二
〇
〇
七
年
の
ク
ラ
ン
バ
で
、
さ

ら
に
画
期
的
な
展
開
が
見
ら
れ
た
。

チ
ェ
ワ
の
人
び
と
は
、
現
在
、
ザ
ン

ビ
ア
、
マ
ラ
ウ
ィ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

に
ま
た
が
っ
て
住
ん
で
い
る
が
、
ザ

ン
ビ
ア
で
お
こ
な
わ
れ
た
こ
の
年
の

ク
ラ
ン
バ
の
祭
り
に
、
こ
れ
ら
三

か
国
の
元
首
、
大
統
領
が
こ
ぞ
っ
て

参
列
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

か
た
ち
で
、
ひ
と
つ
の
民
族
が
ま
た

が
っ
て
住
ん
で
い
る
国
の
元
首
が
、

そ
の
民
族
の
祭
り
に
集
う
と
い
う
こ

と
は
、
ア
フ
リ
カ
の
歴
史
上
、
初
め

て
の
出
来
事
で
あ
ろ
う
。
各
国
の
元

首
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
や
は
り
チ
ェ
ワ

の
踊
り
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
指
定

を
例
に
出
し
、
チ
ェ
ワ
だ
け
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
民
族
の
伝
統
文
化
の

重
要
性
の
再
認
識
の
必
要
性
を
訴
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
祭
り

の
な
か
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
統
領

に
引
き
連
れ
ら
れ
る
か
た
ち
で
、
ザ

ン
ビ
ア
以
外
の
チ
ェ
ワ
の
チ
ー
フ
も
、

自
分
た
ち
の
地
域
の
ニ
ャ
ウ
の
踊
り

手
と
女
性
の
踊
り
手
を
帯
同
し
、
ザ

ン
ビ
ア
の
チ
ェ
ワ
の
王
ガ
ワ
・
ウ
ン

デ
ィ
の
前
で
舞
踊
を
披
露
さ
せ
た
。

チ
ェ
ワ
の
人
び
と
は
、
自
分
た
ち
が

チ
ェ
ワ
語
を
し
ゃ
べ
り
、
緩
や
か
に

同
じ
チ
ェ
ワ
だ
と
い
う
意
識
は
も
っ

て
い
る
と
い
う
も
の
の
、
三
か
国
に

ま
た
が
る
チ
ェ
ワ
が
、
ザ
ン
ビ
ア
の

チ
ェ
ワ
の
王
の
も
と
に
統
合
さ
れ
て

い
る
と
い
う
認
識
は
、
こ
れ
ま
で

も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
こ

の
年
の
ク
ラ
ン
バ
の
祭
り
を
通
じ
て
、

ひ
と
つ
の
王
国
と
し
て
の
一
体
性
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
表
明
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
、
文
化
は
、
祖

先
か
ら
受
け
継
い
だ
、
当
た
り
前
の

慣
習
で
は
な
く
、
そ
れ
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
あ
ら
た
な
集
団
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
生
み
出
し
、

あ
る
い
は
国
家
を
超
え
た
あ
ら
た
な

地
域
共
同
体
の
政
策
を
打
ち
出
し
て

い
く
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
て

い
る
。
文
化
遺
産
を
通
じ
て
、
あ
ら

た
な
文
化
や
集
団
が
作
り
上
げ
ら
れ

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

「
文
化
遺
産
」
と
い
う
、
現
代
が
生

み
出
し
た
概
念
の
可
能
性
と
同
時
に

危
う
さ
も
ま
た
み
え
か
く
れ
す
る
。

王ガワ・ウンディの前で舞踊を
披露するニャウの踊り手「マカン
ジャ」。ザンビア、ムカイカ村にて
（2007年）

3か国のチェワの舞踊を見守る、ザンビアのチェワの王
ガワ・ウンディ。ザンビア、ムカイカ村にて（2007年）

第１回チェワ人の祭り「クランバ」。ザンビア、
ムカイカ村にて（1984年）

芸
能
や
祭
事
は
、人
び
と
の
結
束
を
高
め
る
。
逆
に
、結
束
を
生
む
た
め
に
芸
能
や
祭
事
が
考
案
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

現
代
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
も
、
担
い
手
に
と
っ
て
は
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化
遺
産
だ
。

モザンビーク

ザンビア

マラウィ
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「
子
ど
も
と
森
林
を
育
む
」	

	

コ
ー
ヒ
ー
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

わ
た
し
が
一
九
九
六
年
か
ら
調
査
を
続
け
る
、
タ
ン
ザ
ニ

ア
・
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
の
西
斜
面
に
あ
る
ル
カ
ニ
村
。
日

本
で
高
い
人
気
を
誇
る
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
産

地
で
あ
る
。
教
育
熱
心
な
村
民
は
、
子
ど
も
の
学
費
を
か

せ
ぐ
た
め
に
コ
ー
ヒ
ー
を
育
て
る
。
そ
し
て
直
射
日
光
を
嫌

う
コ
ー
ヒ
ー
の
木
は
、
森
林
の
木
か
げ
で
育
て
ら
れ
る
。

し
か
し
九
〇
年
代
以
降
、
コ
ー
ヒ
ー
価
格
の
低
迷
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
二
〇
〇
一
～
〇
二
年
の
「
コ
ー

ヒ
ー
危
機
」
に
お
い
て
は
、
国
際
価
格
が
史
上
最
安
値
の

水
準
に
ま
で
暴
落
し
た
。

多
く
の
村
民
が
、
も
は
や
コ
ー
ヒ
ー
生
産
で
は
学
費
を

か
せ
げ
な
い
と
判
断
し
、
離
農
し
て
街
に
移
る
か
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
に
転
作
し
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
直
射
日
光
を
求

め
る
た
め
木
か
げ
が
邪
魔
に
な
り
、
森
林
伐
採
が
進
ん
で

し
ま
っ
た
。

「
子
ど
も
と
森
林
を
育
む
」
コ
ー
ヒ
ー
を
再
生
し
た
い
。
ル

カ
ニ
村
・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た

ゆ
え
ん
で
あ
る
。

生
産
者
を
支
え
る
ふ
た
つ
の
方
法

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
国
際
認
証
基
準
は
、
コ
ー
ヒ
ー
生
産

者
や
産
地
を
支
え
る
た
め
に
、
コ
ー
ヒ
ー
の
最
低
輸
出
価

格
（
一
ポ
ン
ド
あ
た
り
一
ド
ル
四
〇
セ
ン
ト
）
を
保
障
す
る

こ
と
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
報
奨
金
（
一
ポ
ン
ド
あ
た
り
二
〇

セ
ン
ト
）
を
支
払
う
こ
と
、
を
規
定
し
て
い
る
。

わ
た
し
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
一
ポ
ン
ド
当
た
り

二
三
セ
ン
ト
の
報
奨
金
を
、
ル
カ
ニ
村
の
社
会
（
特
に
教

育
）
開
発
の
た
め
に
支
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、図
書
館
・

中
学
校
の
建
設
、
保
育
園
の
教
材
購
入
、
コ
ー
ヒ
ー
加
工
・

育
苗
場
の
整
備
、
新
品
種
の
苗
木
普
及
な
ど
を
促
し
て
き

た
。
そ
し
て
最
大
の
特
徴
は
、
農
協
の
役
職
員
と
話
し
合
っ

て
、
二
人
の
子
ど
も
の
教
育
費
（
特
に
中
学
校
の
学
費
）

を
各
農
家
が
捻
出
で
き
る
コ
ー
ヒ
ー
の
販
売
価
格
の
水
準

を
見
出
し
、
そ
の
生
産
者
価
格
を
実
現
す
る
輸
出
価
格
（
一

ド
ル
七
一
セ
ン
ト
／
ポ
ン
ド
）
を
、
最
低
価
格
と
し
て
保
障

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ル
カ
ニ
村
民
は
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
意
欲
を
取
り
戻
し
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
へ
の
再
転
作
、
そ
し
て
コ
ー

ヒ
ー
に
木
か
げ
を
与
え
る
た
め
の
植
林
を
は
じ
め
て
い
る
。

コ
ー
ヒ
ー
の
あ
ら
た
な
品
質

こ
の
よ
う
に
、
国
際
基
準
よ
り
も
高
い
輸
出
価
格
と
報

奨
金
を
支
払
う
こ
と
で
、
ル
カ
ニ
村
産
コ
ー
ヒ
ー
の
「
子
ど

も
と
森
林
を
育
む
」
特
性
が
よ
み
が
え
り
つ
つ
あ
る
。
残

さ
れ
た
課
題
は
、
こ
の
「
子
ど
も
と
森
林
を
育
む
」
特
性
を
、

味
・
香
り
に
上
乗
せ
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
あ
ら
た
な
品
質
だ

と
理
解
し
、
積
極
的
に
代
金
を
支
払
う
消
費
者
を
増
や
す

こ
と
で
あ
る
。

日
本
政
府
も
二
〇
一
二
年
、「
消
費
者
教
育
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
を
施
行
し
、
倫
理
的
、
社
会
的
、
経
済
的
、

環
境
的
配
慮
に
基
づ
い
て
購
買
行
動
を
お
こ
な
う
「
消
費

者
市
民
」
の
育
成
を
重
視
し
は
じ
め
た
。
し
か
し
長
引
い

た
不
況
の
影
響
で
「
よ
い
も
の
を
よ
り
安
く
」
の
購
買
行

動
が
強
ま
っ
て
お
り
、「
社
会
的
に
よ
い
も
の
」
に
代
金
を

支
払
う
「
消
費
者
市
民
」
の
増
加
を
阻
害
し
て
い
る
。
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
・
コ
ー
ヒ
ー
の
な
か
で
も
よ
り
高
価
な
（
そ
れ

ゆ
え
強
い
生
産
者
支
援
力
を
も
つ
）
ル
カ
ニ
村
産
コ
ー
ヒ
ー

も
例
外
で
は
な
く
、
二
〇
一
二
年
に
年
間
一
八
ト
ン
か
ら

一
二
ト
ン
へ
、
購
入
量
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
意
義
と
影
響

そ
こ
で
わ
た
し
た
ち
は
、日
本
に
お
い
て
「
消
費
者
市
民
」

や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
自
生
的
発
展
を
促
す
基
礎
と
し

て
、
世
界
に
名
高
い
有
機
農
業
運
動
の
「
産
消
提
携
」
や

生
活
協
同
組
合
の
「
産
直
」
を
位
置
付
け
る
べ
き
と
考
え

た
。
そ
れ
ら
が
重
視
す
る
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
、
お

互
い
の
顔
（
生
活
や
価
値
観
な
ど
）
の
見
え
る
関
係
に
よ
り
、

生
産
者
の
生
産
・
生
活
を
「
買
い
支
え
た
い
」
消
費
者
の

気
持
ち
が
芽
生
え
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。「
コ
ー
ヒ
ー
・

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

―
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
・
コ
ー
ヒ
ー
の

村
ル
カ
ニ
へ
」
は
、
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
。

参
加
者
は
ル
カ
ニ
村
に
四
泊
し
、
コ
ー
ヒ
ー
の
収
穫
→
果

肉
除
去
→
水
洗
・
乾
燥
→
出
荷
を
体
験
で
き
る
。
出
荷
先

の
農
協
に
お
い
て
は
、
役
職
員
と
意
見
交
換
の
場
が
設
け

ら
れ
る
。
生
産
者
は
コ
ー
ヒ
ー
を
高
く
買
い
続
け
て
く
れ
る

こ
と
を
消
費
者
に
感
謝
し
、
消
費
者
は
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー

を
売
り
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
生
産
者
に
感
謝
す
る
。
こ

の
感
謝
の
交
換
が
常
だ
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
価
格
・
品

質
に
つ
い
て
の
激
し
い
議
論
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
価
格
・

品
質
を
め
ぐ
る
消
費
者
の
当
事
者
意
識
が
高
ま
る
貴
重
な

機
会
に
な
る
。

報
奨
金
で
支
援
し
て
い
る
図
書
館
、
中
学
校
、
保
育
園
、

コ
ー
ヒ
ー
加
工
・
育
苗
場
も
訪
問
す
る
。
有
機
農
業
や
森

林
保
全
に
興
味
を
も
つ
参
加
者
が
多
い
た
め
、
あ
ら
た
に

有
機
コ
ー
ヒ
ー
生
産
を
は
じ
め
た
農
家
や
、
あ
き
ら
め
ず

に
森
林
の
木
か
げ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
生
産
し
続
け
た
農
家
も
、

主
要
な
訪
問
先
に
な
る
。
そ
れ
を
眺
め
て
い
る
村
民
は
、
自

ら
の
コ
ー
ヒ
ー
の
愛
飲
者
が
、
有
機
・
森
林
コ
ー
ヒ
ー
を
好

む
こ
と
を
知
り
、
主
体
的
に
有
機
栽
培
や
植
林
に
努
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ル
カ
ニ
村
滞
在
を
経
て
、「
子
ど
も
と
森
林
を
育
む
」
品

質
を
実
感
で
き
た
参
加
者
は
、
流
通
す
る
ル
カ
ニ
村
産
コ
ー

ヒ
ー
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
、街
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
加
工
・

選
別
工
場
や
競
売
所
へ
向
か
う
。
そ
し
て
帰
国
後
も
、
こ

の
愛
着
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
を
追
い
か
け
る
参
加
者
が
多
い
。
飲

み
続
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
の
参
加
者
は
学
祭
や
イ
ベ

ン
ト
で
コ
ー
ヒ
ー
を
売
り
、
自
家
焙ば

い
せ
ん煎
店
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
・
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
は
、
取
扱
量
を
増
や
し
て
く
れ
る
。

そ
の
お
か
げ
で
二
〇
一
四
年
初
夏
、
再
度
一
八
ト
ン
の
ル
カ

ニ
村
産
コ
ー
ヒ
ー
が
日
本
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。

多
文
化
を

あ
き
な
う

多
文
化
を

あ
き
な
う

生
産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

―
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
コ
ー
ヒ
ー
の
村
へ

辻つ
じ

村む
ら 

英ひ
で

之ゆ
き

　
京
都
大
学
准
教
授

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
生
産
地
を
消
費
者
が
訪
れ
、
現
地
を
体
験
的
に
学
ぶ
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
。

消
費
者
と
生
産
者
と
の
交
流
は
、
お
互
い
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
コ
ー
ヒ
ー
産
地
の
ひ
と
つ
、
ル
カ
ニ
村
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

トウモロコシに転作した若手農業者の畑（後方は従来のコーヒー畑）

報奨金で支援したルカニ中学校の建設（上下）

コーヒーの収穫体験

園児との交流 

ルカニ農協の役職員との記念写真
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COR COR ラム 

（インダストリアル）　50ml

シークヮーサージュース 

（生搾り）　10ml

きび砂糖　1つまみ

ダイキリ沖縄風（Daiquiri Okinawano）

① 材料をシェーカーに入れてシェイクする。

② カクテルグラスに注ぐ。

・通常のダイキリよりもラムが若干多く、やや強
いです。アルコール度数を抑えるならラムを
45mlにして、ガムシロップを 5ml程度追加し
ます。

・黒糖カステラや紅いもケーキなどしっとりした
お菓子とあわせるのもおすすめです。

製
の
蒸
留
器
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ふ
た
つ
の
潮
流
の
接
点

現
在
の
洋
酒
造
り
に
は
、
海
外
向
け
に
洗
練
さ
せ
て

い
く
こ
と
と
、
国
内
向
け
に
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
を
作
る

こ
と
の
ふ
た
つ
の
潮
流
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
高
付
加
価

値
化
の
戦
略
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
わ
た
し
の

よ
う
な
酒
飲
み
に
と
っ
て
、
高
品
質
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
酒
が
飲
め
る
の
は
楽
し
い
こ
と
こ
の
う
え
な
い
。

世
界
に
認
め
ら
れ
る
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ウ
ィ
ス
キ
ー

こ
の
秋
か
ら
放
映
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
マ
ッ
サ
ン
」
は
、
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
創
業

者
・
竹た
け

鶴つ
る

政ま
さ

孝た
か

（
一
八
九
四
―
一
九
七
九
）
と
そ
の
妻

リ
タ
の
人
生
を
も
と
に
翻
案
し
た
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
竹

鶴
は
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
故
郷
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
ウ
ィ

ス
キ
ー
の
製
造
を
学
び
、
山
崎
蒸
溜
所
の
設
計
と
運
営

に
携
わ
っ
た
の
ち
独
立
し
て
北
海
道
余よ

市い
ち

町
に
蒸
溜
所

を
築
い
た
。
日
本
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
は
今
や
質
量
と
も
に

世
界
で
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
成
熟
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
竹
鶴
の
功
績
な
し
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

国
産
洋
酒

欧
米
を
中
心
に
生
産
・
消
費
さ
れ
て
き
た
酒
類
は
洋

酒
と
よ
ば
れ
る
が
、
こ
の
語
が
使
わ
れ
る
場
合
ウ
ィ
ス

キ
ー
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
ウ
ォ
ッ
カ
や
ラ
ム
な
ど
の
蒸
留

酒
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
日
本
で
も
ウ
ォ
ッ
カ
や
ラ
ム

が
製
造
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
国
産
洋
酒
」
を
推
進
し

て
い
る
の
は
、
大
手
よ
り
も
む
し
ろ
地
方
の
中
小
の
酒

造
業
者
で
あ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

奥
飛
騨
酒
造
（
岐
阜
県
）
は
清
酒
の
ほ
か
、
米
を

原
料
と
し
た
ウ
ォ
ッ
カ
の
製
造
を
一
九
六
〇
年
ご
ろ

か
ら
お
こ
な
っ
て
い
る
。
六
年
熟
成
の
「
奥
飛
騨

V
O
D
K
A
」
は
五
五
度
と
い
う
強
さ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
舌
触
り
が
な
め
ら
か
で
味
が
柔
ら
か
く
た
い
へ
ん

飲
み
や
す
い
。
米
を
原
料
と
す
る
清
酒
の
良
さ
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
逸
品
で
あ
る
。

ラ
ム
は
原
料
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
採
れ
る
沖
縄
や
奄

美
、
小
笠
原
で
も
製
造
さ
れ
て
い
る
。
南
大
東
島
の

「
Cコ

ル
O
R 

Cコ

ル
O
R
」（
グ
レ
イ
ス
ラ
ム
）
は
、
カ
リ
ビ

ア
ン
・
ラ
ム
に
比
べ
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
香
り
が
強
く
、

ま
た
、
奄
美
の
黒
糖
焼
酎
と
は
違
っ
た
味
わ
い
の
あ
る

面
白
い
商
品
で
あ
る
。

国
際
化
す
る
酒
造
り

酒
は
本
来
そ
の
生
産
地
（
つ
ま
り
本
場
）
と
強
く
結

び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ス
キ
ー
と
い
え
ば
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ォ
ッ
カ
と
い
え
ば
ロ
シ
ア
や
北
欧
、

あ
る
い
は
芋
焼
酎
な
ら
鹿
児
島
と
い
う
よ
う
に
、
原
料

か
ら
消
費
に
い
た
る
ま
で
全
体
で
酒
文
化
を
形
成
し
て

い
る
。
ビ
ー
ル
の
よ
う
に
世
界
各
地
で
造
ら
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
が
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
は
今
で
も
「
本
場
」
か

ら
各
地
へ
輸
出
さ
れ
て
世
界
中
で
消
費
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
の
蒸
留
酒
も
世
界
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

製
品
が
産
み
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
酒
の
消
費
量

が
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る
た
め
、
酒
造
会
社
に
は
高

級
で
付
加
価
値
の
あ
る
商
品
造
り
と
、
海
外
販
路
を
拡

大
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま

た
、
国
際
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
こ
の
両
方
に
直
結

す
る
た
め
、
大
手
も
中
小
も
こ
ぞ
っ
て
国
際
品
評
会
に

出
展
し
て
い
る
。「
ナ
イ
ン
リ
ー
ブ
ス
」（
滋
賀
県
）
の

よ
う
に
、
二
〇
一
四
年
に
開
催
さ
れ
た
国
際
ラ
ム
品
評
会

で
連
続
受
賞
す
る
な
ど
、
最
初
か
ら
世
界
を
意
識
し
た

酒
造
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
業
者
も
登
場
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
際
競
争
も
過
熱
し
て
き
て
い
る
。
ウ
ィ

ス
キ
ー
も
次
の
勢
力
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン

ド
そ
し
て
台
湾
な
ど
が
台
頭
し
、
世
界
市
場
へ
高
級
品

を
投
入
し
て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ウ
ィ

ス
キ
ー
は
も
は
や
生
産
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
。

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ウ
ィ
ス
キ
ー
も
決
し
て
安
泰
で
は
な
い
。

国
内
志
向
の
河
内
グ
ラ
ッ
パ

大
阪
の
河
内
地
区
は
ブ
ド
ウ
の
産
地
で
あ
り
ワ
イ
ン

が
造
ら
れ
て
い
る
が
、
蒸
留
酒
も
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
ほ
か

に
ブ
ド
ウ
の
絞
り
か
す
に
よ
る
グ
ラ
ッ
パ
が
製
造
さ
れ

て
い
る
。
柏か
し

原わ
ら

市
の
カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ン
フ
ー
ド
の
「
葡ぶ

萄ど
う

華か

」
は
、
本
場
イ
タ
リ
ア
産
に
負
け
な
い
香
り
を
醸

し
な
が
ら
同
時
に
清
酒
や
焼
酎
の
よ
う
な
柔
ら
か
さ
を

兼
ね
備
え
た
名
品
で
あ
る
。
グ
ラ
ッ
パ
の
製
造
に
使
う

蒸
留
器
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
取
り
寄
せ
た
も
の
で
は
な
く
、

社
長
自
ら
の
手
で
制
作
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

海
外
展
開
に
つ
い
て
醸
造
部
の
高
井
さ
ん
に
伺
っ
た

と
こ
ろ
、
意
外
に
も
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
と
い

う
回
答
で
あ
っ
た
。
生
産
規
模
が
小
さ
い
こ
と
も
理
由

の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
「
日
本
人
の
味
覚

に
合
う
ワ
イ
ン
を
作
る
」
と
い
う
同
社
の
モ
ッ
ト
ー
が
、

国
産
・
大
阪
産
を
強
く
打
ち
出
し
た
商
品
づ
く
り
と
手

国産のラムばかりを並べた。それぞれ特色がよくでている

COR COR（コルコル）をつかったオリジナルカクテル「ダイキ
リ沖縄風」。沖縄のものばかりでつくってもらった。ショットバー
「RIVER」（兵庫県尼崎市）にて

日本の洋酒

ウィスキー、ラム
そしてグラッパ

かつて使用されていたワイン醸造用具（柏原市・カタシモワインフード）

金
かね

田
だ

 純
じゅん

平
ぺい

 　民博 機関研究員

奥飛騨 VODKA。ロシアンウォッカのように舌にどっ
しりとした重みと刺激を与えるのとは対照的に柔らか
く優しい舌ざわり
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そ
れ
に
し
て
も
、
日
々
な
か
な
か
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
出
会
わ
な

い
。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
ら
自
然
・
人
為
災
害
、
そ
し
て
緊
迫
す
る
国

際
情
勢
ま
で
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
や
自
分
の
人
生
が
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
、
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

リ
ス
ク
と
い
う
こ
と
ば
は
、
そ
ん
な
時
代
の
雰
囲
気
に
し
っ
く
り
く

る
せ
い
か
、
日
常
的
に
も
よ
く
使
わ
れ
る
。

で
は
、
リ
ス
ク
と
は
何
な
の
か
。
将
来
的
に
自
分
の
身
に
起
き
る

か
も
し
れ
な
い
よ
く
な
い
出
来
事
な
の
か
（
失
業
の
リ
ス
ク
）、
そ
れ

が
起
き
る
確
率
な
の
か
（
喫
煙
の
発
が
ん
リ
ス
ク
）、
よ
く
な
い
こ

と
を
引
き
起
こ
す
確
率
が
高
い
何
か
の
こ
と
な
の
か
（
飲
酒
運
転
は

リ
ス
キ
ー
だ
）、
そ
れ
と
も
一
か
八
か
の
決
断
の
こ
と
な
の
か
（
リ
ス

ク
を
取
る
）。
考
え
出
す
と
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
有
名
な
こ
と
ば

よ
ろ
し
く
、
わ
か
っ
て
い
た
は
ず
の
も
の
が
す
る
り
と
逃
れ
て
い
く
。

か
と
い
っ
て
、
抱
え
て
い
た
不
安
が
消
え
去
る
わ
け
で
も
な
い
。

こ
こ
で
は
乱
暴
を
承
知
で
単
純
化
し
て
考
え
よ
う
。

人
間
の
生
活
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
つ
ね
に
未
来
に
対
す
る
不

安
を
伴
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
不
安
に
対
し
て
人
は
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
た
り
、
何
か
し
ら
備
え
た
り
し
て
い
る
。
リ
ス
ク
を
広
義
に
と
っ

た
と
き
、
リ
ス
ク
と
は
こ
の
、
不
安
な
未
来
の
出
来
事
や
、
そ
れ
に

対
す
る
「
構
え
」
を
指
す
。

そ
れ
に
対
し
、
リ
ス
ク
と
い
う
も
の
を
よ
り
限
定
的
に
捉
え
る
見

方
も
あ
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
未
来
に
起
き
う
る
問
題
を
、
確
率・

統
計
理
論
な
ど
を
も
と
に
し
て
客
観
的
に
比
較
可
能
な
か
た
ち
（
た

リスク
Risk

木
き

村
む ら

 周
しゅう

平
へ い

　筑波大学助教

と
え
ば
数
値
）
に
変
換
す
る
、
と
い
う
手
続
き
を
含
ん
で
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
、
一
種
の
科
学
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
の
リ
ス
ク
は
、
あ

る
出
来
事
が
起
き
る
前
に
、
そ
れ
が
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
の
被
害
を
お

よ
ぼ
し
う
る
の
か
を
評
価
し
た
り
、
社
会
的
に
許
容
で
き
る
レ
ベ
ル

を
考
え
た
り
、
社
会
と
し
て
あ
る
い
は
個
人
と
し
て
、
わ
た
し
た
ち

が
取
る
べ
き
対
応
を
決
め
た
り
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
た
だ
し
、

こ
の
ツ
ー
ル
を
用
い
た
対
応
の
成
功
・
失
敗
は
、「
自
覚
的
・
合
理
的

な
意
思
決
定
の
結
果
」
だ
と
し
て
、
そ
の
人
の
責
任
に
帰
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
、
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
後
者
の
意
味
で
の
リ
ス
ク
が
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
局
面
・
領
域
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
、

必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
問
題
な
の
は
そ
こ
で
生
じ

て
い
る
ふ
た
つ
の
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
科
学
技
術
の
発
展
に

伴
う
新
し
い
複
雑
な
事
態
（
環
境
破
壊
や
原
発
事
故
な
ど
）
が
、
こ

の
ツ
ー
ル
で
は
十
分
に
被
害
を
把
握
し
た
り
、
対
応
し
た
り
で
き
な

い
側
面
が
あ
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
リ
ス
ク
計
算
に
も
と
づ
く

能
動
的
で
自
由
な
意
思
決
定
が
称
揚
さ
れ
る
一
方
で
、「
社
会
」
と

い
う
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
機
能
し
な
く
な
り
、
結
果
的
に
弱
者
が

切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
現
代
社
会
の
避

け
が
た
い
帰
結
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
。
わ

た
し
た
ち
は
「
リ
ス
ク
」
と
い
う
こ
と
ば
で
何
か
を
説
明
し
よ
う
と

す
る
ま
え
に
、
そ
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
何
が
説
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

転ばぬ先の
……
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と
え
ば
数
値
）
に
変
換
す
る
、
と
い
う
手
続
き
を
含
ん
で
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
、
一
種
の
科
学
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
の
リ
ス
ク
は
、
あ

る
出
来
事
が
起
き
る
前
に
、
そ
れ
が
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
の
被
害
を
お

よ
ぼ
し
う
る
の
か
を
評
価
し
た
り
、
社
会
的
に
許
容
で
き
る
レ
ベ
ル

を
考
え
た
り
、
社
会
と
し
て
あ
る
い
は
個
人
と
し
て
、
わ
た
し
た
ち

が
取
る
べ
き
対
応
を
決
め
た
り
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
た
だ
し
、

こ
の
ツ
ー
ル
を
用
い
た
対
応
の
成
功
・
失
敗
は
、「
自
覚
的
・
合
理
的

な
意
思
決
定
の
結
果
」
だ
と
し
て
、
そ
の
人
の
責
任
に
帰
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
、
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
後
者
の
意
味
で
の
リ
ス
ク
が
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
局
面
・
領
域
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
、

必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
問
題
な
の
は
そ
こ
で
生
じ

て
い
る
ふ
た
つ
の
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
科
学
技
術
の
発
展
に

伴
う
新
し
い
複
雑
な
事
態
（
環
境
破
壊
や
原
発
事
故
な
ど
）
が
、
こ

の
ツ
ー
ル
で
は
十
分
に
被
害
を
把
握
し
た
り
、
対
応
し
た
り
で
き
な

い
側
面
が
あ
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
リ
ス
ク
計
算
に
も
と
づ
く

能
動
的
で
自
由
な
意
思
決
定
が
称
揚
さ
れ
る
一
方
で
、「
社
会
」
と

い
う
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
機
能
し
な
く
な
り
、
結
果
的
に
弱
者
が

切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
現
代
社
会
の
避

け
が
た
い
帰
結
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
。
わ

た
し
た
ち
は
「
リ
ス
ク
」
と
い
う
こ
と
ば
で
何
か
を
説
明
し
よ
う
と

す
る
ま
え
に
、
そ
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
何
が
説
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

音
楽
を
か
け
る
選
挙
カ
ー

二
〇
一
二
年
一
二
月
、
ガ
ー
ナ
共
和
国
で
は
大
統
領
選
挙
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
一
九
九
二
年
に
民
政
に
復
帰
し
て
か
ら
六
度
目
と
な

る
大
統
領
選
挙
は
、
投
票
後
に
多
少
の

混
乱
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
お
お
む
ね

平
和
裏
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け

て
、
ガ
ー
ナ
の
民
主
主
義
は
徐
々
に
成

熟
し
て
き
て
い
る
と
い
う
認
識
が
、
欧

米
で
も
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し

か
し
、
選
挙
活
動
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
み

る
と
、
人
び
と
は
選
挙
に
真
剣
に
取
り

組
む
と
い
う
よ
り
は
、
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
だ
。

選
挙
日
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
ゆ
っ

く
り
と
町
中
を
移
動
す
る
選
挙
カ
ー
に

頻
繁
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。
選
挙

カ
ー
に
は
、候
補
者
の
顔
写
真
と
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
が
張
ら
れ
、
ス
ピ
ー
カ
ー

が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
荷
台
に
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
を
載
せ
た
小
型
ト
ラ
ッ
ク

が
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ず
れ

の
場
合
も
、
重
要
な
の
は
大
音
量
で
音

楽
を
流
す
こ
と
だ
。
実
際
、
た
と
え
直

接
目
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
し
て

も
、選
挙
カ
ー
が
近
づ
い
て
く
る
と
、す
ぐ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。

人
び
と
は
、
そ
の
音
楽
に
あ
わ
せ
て
歌
を
歌
い
、
ダ
ン
ス
を
し

な
が
ら
行
進
す
る
。
人
数
が
少
な
い
う
ち
は
選
挙
カ
ー
の
後
ろ
に

列
を
な
し
て
い
る
が
、
次
第
に
群
衆
が
集
ま
っ
て
く
る
と
、
選
挙

カ
ー
の
前
や
横
に
も
陣
取
っ
て
大
騒
ぎ
を
し
な
が
ら
行
進
が
続
け

ら
れ
る
。

踊
っ
て
い
る
の
は
誰
か

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
熱
狂
的

な
選
挙
活
動
に
参
加
し
て
い
る
人

び
と
は
、
必
ず
し
も
特
定
の
政
党

を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

選
挙
カ
ー
の
周
囲
で
踊
る
人
び
と

や
、
行
進
に
向
け
て
手
を
振
っ
て

い
る
人
び
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補

の
支
持
者
で
あ
る
は
ず
だ
。
し
か

し
実
際
に
は
、
自
分
が
支
持
す
る

候
補
で
な
く
て
も
、
一
緒
に
な
っ

て
騒
ぎ
立
て
る
者
も
少
な
く
な
い
。

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
真
剣
に
楽

し
む
こ
と
と
、
政
治
的
に
真
摯
で

あ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な

い
の
で
あ
る
。

ガ
ー
ナ
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
選

挙
は
純
粋
に
楽
し
い
も
の
だ
。
そ

う
聞
く
と
、
ど
こ
か
不
真
面
目
な

印
象
を
も
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
ガ
ー
ナ
の
大
統
領
選
挙
の
投
票
率
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

達
す
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
日
本
の
選
挙
に
は
お
も

し
ろ
み
が
少
し
欠
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

ガーナの選挙カー。スピーカーから流されるのはことばではなく音楽である。2012年12月1日、
ガーナ共和国プランカシ町にて

ガーナの楽しい選挙

浜
はま

田
だ

 明
あき

範
のり
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村の葬儀で故人に最期の別れを告げる人びとの
肩に掛かるタオル

土地の女神に祈りを
ささげる呪術師

薬の力を強めるため
術をおこなう呪術師

結婚式でパーカオマーを肩に掛ける新郎たち

毎年 5月に開かれる年中行事ブンバンファイ（ロケット花火祭り）
での行列

万
能
布
パ
ー
カ
オ
マ
ー

東
北
タ
イ
の
呪
術
師
の
と
こ
ろ
で
話
を
聞
い
て
い
た
と
き
の
こ
と
。
頭
か
ら
血
を

流
し
た
老
人
が
訪
ね
て
き
た
。
草
刈
り
の
途
中
で
、
物
が
倒
れ
て
き
て
ぶ
つ
か
っ
た

ら
し
い
。
呪
術
師
は
壁
に
掛
け
て
あ
っ
た
布
を
取
り
、
さ
っ
と
自
分
の
肩
に
掛
け
て
、

患
者
の
傷
口
の
処
置
を
始
め
た
。
彼
は
、
呪
文
を
唱
え
息
を
吹
き
か
け
て
、
外
傷

や
骨
折
、
毒
蛇
の
咬こ
う

傷し
ょ
うま
で
を
も
治
す
術
を
も
っ
て
い
る
。
気
に
な
っ
た
の
は
、
治

療
儀
礼
の
と
き
に
肩
に
掛
け
た
、
お
世
辞
に
も
キ
レ
イ
と
は
い
え
な
い
布
の
こ
と

だ
。
そ
れ
は
東
北
タ
イ
で
は
ど
こ
で
も
見
か
け
る
チ
ェ
ッ
ク
柄
の
木
綿
の
布
パ
ー
カ

オ
マ
ー
で
あ
っ
た
。

パ
ー
カ
オ
マ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
役
立
つ
農
民
の
必
需
品
だ
。
暑
い
日
に
は

頭
に
巻
い
て
帽
子
代
わ
り
に
す
る
し
、
腰
に
巻
い
て
ベ
ル
ト
に
し
た
り
、
水
浴
び
の
あ

と
の
体
拭
き
に
も
、
手
ぬ
ぐ
い
に
も
、
物
を
包
む
風
呂
敷
に
も
用
い
ら
れ
る
。
呪
術

師
は
そ
ん
な
何
で
も
な
い
万
能
布
を
わ
ざ
わ
ざ
肩
に
掛
け
て
か
ら
治
療
儀
礼
を
始
め

た
の
だ
。
い
っ
た
い
な
ん
の
た
め
に
？

さ
を
演
出
す
る
。
ま
た
僧
侶
の
説
教
を
聞
く
と
き
、
僧
侶
の
托た
く
は
つ鉢
に
布
施
す
る
と
き

な
ど
、
仏
教
に
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
多
く
の
人
が
布
を
肩
に
掛
け
る
。
村
の

暮
ら
し
で
も
オ
シ
ャ
レ
に
気
を
つ
か
う
女
性
た
ち
は
、
白
い
綿
の
レ
ー
ス
地
の
パ
ー
サ

バ
イ
を
身
に
ま
と
っ
て
寺
に
向
か
う
。

と
は
い
え
、
日
常
生
活
の
な
か
で
は
、
肩
掛
け
布
は
「
肩
に
掛
け
る
こ
と
」
が
最

重
要
で
、
素
材
や
模
様
は
二
の
次
で
あ
る
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
村
の
葬
儀
で
の
こ
と
。

火
葬
台
で
故
人
に
最
期
の
別
れ
を
告
げ
る
参
列
者
た
ち
を
眺
め
て
み
る
と
、
肩
掛
け

布
に
は
か
な
り
の
融
通
が
き
く
よ
う
だ
。
本
来
は
「
僧
衣
の
よ
う
に
左
肩
に
掛
け
る

も
の
」
と
さ
れ
る
が
、
右
肩
に
掛
け
た
り
、
は
た
ま
た
暑
い
日
の
汗
拭
き
タ
オ
ル
の

よ
う
に
首
に
掛
け
て
い
る
者
ま
で
い
る
。
使
わ
れ
て
い
る
布
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。
白
い

綿
の
レ
ー
ス
地
は
む
し
ろ
少
数
派
で
、
万
能
布
の
パ
ー
カ
オ
マ
ー
、
普
通
の
タ
オ
ル

ま
で
あ
る
で
は
な
い
か
。
し
か
も
色
も
白
と
は
限
ら
ず
、
青
や
ピ
ン
ク
の
タ
オ
ル
も
。

と
に
か
く
何
か
の
布
を
肩
に
掛
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

聖
な
る
力
そ
の
も
の

呪
術
師
の
話
に
戻
ろ
う
。
彼
に
よ
る
と
、
肩
掛
け
布
は
、
清
潔
で
あ
れ
ば
な
ん

で
も
よ
い
が
、
布
を
身
に
ま
と
っ
て
か
ら
術
を
お
こ
な
う
の
が
手
順
の
よ
う
で
あ
る
。

布
を
ま
と
う
こ
と
で
宗
教
的
な
モ
ー
ド
に
変
わ
る
と
い
う
の
は
、
変
身
ヒ
ー
ロ
ー
の

小
道
具
さ
な
が
ら
で
あ
る
。
呪
術
師
は
言
う
。「
呪
術
師
に
な
る
儀
礼
」
の
と
き
に
、

肩
に
掛
け
た
白
い
布
は
取
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
布
を
捨
て
て
し
ま

え
ば
、
呪
術
師
の
身
体
か
ら
聖
な
る
力
は
消
え
て
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
あ
の
布
は

聖
な
る
力
そ
の
も
の
で
あ
る
。

そ
う
い
え
ば
十
数
年
前
に
調
査
の
過
程
で
、
わ
た
し
が
呪
術
師
に
弟
子
入
り
を
し

た
と
き
も
、
師
匠
が
用
意
し
て
く
れ
た
白
い
布
を
肩
に
掛
け
て
呪
術
師
に
な
る
た
め

の
最
後
の
儀
礼
に
臨
ん
だ
。
あ
の
薄
汚
れ
た
白
い
布
が
そ
ん
な
に
大
切
な
も
の
だ
っ
た

と
は
。
い
っ
た
い
ど
こ
に
し
ま
っ
た
の
か
、
覚
え
が
な
い
。
変
身
ベ
ル
ト
を
無
く
し
て

し
ま
っ
て
は
呪
術
師
失
格
で
あ
る
。

津つ

村む
ら 

文ふ
み

彦ひ
こ

　
福
井
県
立
大
学
准
教
授

呪
術
師
に
変
身
！
―
東
北
タ
イ
に
お
け
る
パ
ー
サ
バ
イ

万
能
と
い
う
、
夢
の
あ
る
触
れ
込
み
に
は
い
か
が
わ
し
さ
が
つ
き
ま
と
う
も
の
だ
が
、

た
し
か
に
そ
こ
に
は
万
能
と
い
っ
て
い
い
布
が
あ
る
。

一
枚
の
布
が
頭
巾
、
腰
帯
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
手
ぬ
ぐ
い
、
風
呂
敷
、
制
服
な
ど
何
役
も
こ
な
し
、

い
か
よ
う
に
も
人
を
変
身
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
。
し
か
も
面
倒
な
コ
ツ
も
い
ら
な
い
。

と
に
か
く
何
か
の
布
を
肩
に
掛
け
る

パ
ー
カ
オ
マ
ー
に
か
ぎ
ら
ず
、
肩

掛
け
布
は
、
タ
イ
語
で
「
パ
ー
サ
バ

イ（
サ
バ
イ
布
）」、「
パ
ー
パ
ー
ト
バ
ー

（
肩
に
掛
け
る
布
）」
と
よ
ば
れ
る
。

も
と
は
僧
衣
で
、
左
肩
に
掛
け
る
布

を
指
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
俗
人
も

寺
に
参
る
さ
い
に
古
く
か
ら
身
に
付

け
て
き
た
。
寺
と
い
う
神
聖
な
場
所

で
は
、
純
粋
さ
を
象
徴
す
る
清
潔
な

白
い
布
が
好
ま
し
く
、
僧
侶
と
仏
陀

に
敬
意
を
表
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
衣
装
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
信
仰
心
を

象
徴
す
る
小
道
具
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
オ
シ
ャ
レ
の
要
素
も
大
き
い
。
結
婚
式

な
ど
で
伝
統
衣
装
を
着
る
と
き
に
は
、
金
糸
で
模
様
が
施
さ
れ
た
美
し
い
シ
ル
ク
の

布
を
、
左
肩
と
右
脇
腹
に
襷た
す
きの
よ
う
に
通
し
て
、
長
く
後
ろ
に
た
な
び
か
せ
て
優
雅
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交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「日本庭園前」下車、徒歩約15分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある
民博専用通行口をお通りください。
●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

　企画展「未知なる大地  グリーンランドの自然と文化」には、高円

宮殿下と妃殿下がグリーンランドで集められたトゥピラクが展示さ

れている。同展の開幕式で日本語と英語の両方で挨拶された妃殿下

の“custodians of the ice”というお言葉に非常に感銘を受けた。グリー

ンランドからの来賓に語りかけるように、氷に覆われた大地での暮

らしは大変であろうけれども、温暖化が進む地球全体にとって極地

の氷は大切なので、これからも氷を守ってください、とお話された。

この「氷の守り人」たちの歴史や文化を、企画展や本号の特集を通

してぜひ知ってほしい。

　特別展「イメージの力」もオープンした。新美術館での展示に比

べて見劣りがするのではないかと気がかりであったが、面積が狭い

分、モノとの距離感がぐっと近くなり、細部が迫ってくる迫力がある。

東京では真っ白い空間の中で少し背伸びしていた展示品が、こちら

では暖かい光につつまれていて、布や羽の発色もよい。「六本木の

豪邸もすばらしかったけど、千里の実家はやっぱり落ち着くわ」と

モノたちが言っているような気がする。

（山中由里子）
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みんぱくをもっと楽しみたい
人のために―会員制度のご案内
国立民族学博物館友の会
本館展示の無料入館や特別展示の観覧料割引にくわえ、 
『月刊みんぱく』や会員機関誌『季刊民族学』などの定
期刊行物や、毎月の友の会講演会、セミナーなどを通し
て多様な文化の情報を提供しています。

みんぱくフリーパス
1年間、本館展示へ何度でも無料で入館いただけます（特
別展示は観覧料割引）。他にも、みんぱくを楽しむための特
典がいっぱいです。

国立民族学博物館キャンパスメンバーズ
みんぱくと大学等教育機関との連携を図り、文化人類学、
民族学にふれる学びの場を提供することを目的とした会
員制度です。

詳細については、一般財団法人千里文化財団まで
お問い合わせください。
（電話06－6877－8893／平日9：00～17：00）

みんぱくフェイスブック
http://www.facebook.com/MINPAKU.official/
みんぱくツイッター
http://twitter.com/MINPAKUofficial

みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/

※みんぱくウィークエンド・サロンの情報は、13ページに移りました。


